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はじめに
前回の福井大学附属図書館 自己点検評価報告書 「以下 「報告書」とい う。」の冒頭に,「附
属図書館は総合図書館(文 京)と 医学図書館(松 岡)か らなっていますが,共 に狭隆化が
進んでお り,増改築を含めて,図 書館の再生構想が検討 されてきてお ります。」と書 き出 し
ています。今回は,平 成20年度に総合図書館の耐震増改築,平 成21年度に医学図書館の
増改築が竣工 して,め でた くリニ ューアルオープンし,目標である次世代図書館への取 り
組 みをスター トさせた ことを報告 させていただ きます。
この増改築は,第1期 中期 目標 ・中期計画(平 成16～21年度)を 達成す る上で,非 常に
有益な事業であ りま した。また図書館では,評価体制と して平成18年度に自己点検評価小
委員会及び専ll5部会を設置 して,利 用支援(教 育支援,研 究支援),図書館活動(利 用 ・貸
出,目 録デー タベース,電 子図書館,広 報活}地 域連携)及 び管理運営について自己点
検評価 を行い,全力で課題解決 に取 り組んできま した。その結果,1成20年 度の学内委員
会及び役員会による附属図書館の総合評価は「活動状況等がおおむね良好 である。」であ り,
平成21年度に実施された独立行政法人大学評価 ・学位授与機構による第1期 中期 目標 ・計
画 に対す る評価結果は}「大学機関別認証評価」において 「大学評価基準 を満たしている」
であ りま した。平成21年度末の附属図書館運営委員会においても,前回の報告書で挙げら




厚 くお礼 申し上げます。 また図書館の増改築にご尽力 された前附属図書館長の中川英之名
誉教授,前医学図書館長の松木孝澄教授をは じめ関係教職員の方々に深 く感謝いた します。
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自己点検評価 に係 る改善表(平 成20年度)

















1.附 属 図書館 の 目的 と目標
福井大学は,『学術 と文化の拠点 として』『人々が健やかに暮 らせ るため』高度な 『教育 ・
研究を推進 し』『社会に貢献 し得る人材の育成』と 『独創的でかっ地域の特 色に鑑みた』研
究の 『実践』 を理念 として掲げている。(福井大学ホームページ〉大学紹介〉理念)
附属図書館の 目的は,こ の理念の実現に向けて,教 育 ・研究に 『必要な図書館資料 を収
集,整 理,保 存及び提供』するとともに 『学術情報を提供す るシステムを整備』し,『地域
社会の知的情報の拠点 としての役割を果たす』ことである。(福井大学附属図書館規程第2
条)
附属図書館では大学の理念 と図書館の 目的に沿って,平 成16年 度からの第1期 中期計
画中で以下に挙げ る(1)～(4)の計画を掲げそれ らの具体的成果 を挙げるべ く努力 してきて
いる。 またその一環 で,平 成19年度には自己点検評価を実施 し,「現状」,「課題 と評価」
にっいて分析を行 った。そのなかで45の改善事項が出され,平成20・21年度の2年 間で
改善を行 うと共に教育①,研 究①～⑦a社 会 との連携①から成る平成22年 度か らの第2
期中期 目標 ・中期計画をスター トさせた。
第1期 中期 目標 ・中期 計画 にお け る附 属 図書館 の 目標 と計 画 【平成16年 度～ 平成21年 度 】
(1)附属 図書館,総 合情報 処理 セ ン ター か らな る メデ ィア コモ ンの 実現 に努 力す る。
○ 附 属図 書館,総 合 情報 処理 セ ン ター では,メ デ ィア コモ ンについ て,機 能 的側
面か ら整備 に努 め る。
→2 ,Z.3,4.1,1【参照 】
〔2)附属 図書館 の学 習支 援機能 を強 化す る。
○ シラバ ス に掲 載 されて い る教科 書,参 考 書等 の収 集 に努 め ると ともに,教 育 ・
学習 に必要 な図書 ・雑誌 等の 充実 を図 る。
→2 ,1,1【参照 】
○ 現在講義 の一 環 と して実施 してい る情 報 リテ ラシー 教育 プ ログラム(総合 図書
館:共 通教 育科 目 「情 報処 理 基礎」,医学 図 書館:テ ユー トリアル 教 育)の 充 実 を
図 る と ともに,関 連 教員 と連携 を図 りなが ら,高 学年 及び 大学院 学生 を対象 に し
て,専 門 分野 に対応 した情 報 リテ ラ シー 教育 を実施す る。
→2 ,1.2【参照 】
(3)附属 図書館 等 にお け る研究 支援機 能 を充 実 させ る。
○ 学 術情 報基盤 であ る電 子 ジ ャー ナル と学術 文献デ ー タベ ー スを継続 して提供
す る。
→2 .2.1,2,2,2,4.3【参照 】
○ 本学教 員 の研 究成 果 であ る図書 等 を収 集 し,教 員著書 コーナ ー に蔵 置す る。ま
た,本 学 発行 の紀 要,研 究報告 書 等 を電 子 化 し,本 学 の研 究成 果 に容易 に アクセ
スで きる環境 を整備 す る。
→z .1.1,2.2,3【参照 】
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加す ることにより,本 学蔵書へ容易にア クセスできる環境を整備する。
→3 ,2【参照】
○ 電子ジャーナル,学 術文献デー タベース,オ ンライン目録,本 学作成 ・提供の
電子的 コンテンツ等 を一元的に管理 ・提供する図書館ポータルを整備することに
より,学術情報資源の円滑な検索 ・入手を支援す る。
→3 ,4,1【参照」
(4)地域住民に対す る図書の貸出 しや日曜日 ・休 日開館を実施す る等,附 属図書館の地域
への開放 を図る。
○ 地域住民に対する資料公開の一環と して稀襯書・コレクション等の展示会を実






○ 地域住民が附属図書館を利用 しやす くす るために,日曜 日・休 日を含む開館時
間の検討 を行 うとともに,県 内図書館 との連携を強化する。
→3 .5【参照】
○ 医学図書館においては,調査 ・研究を 目的 とした地域住民に対 し,図書の貸出
しを実施する。
→3 ,1,2【参照】
第2期 中期目標 ・中期計画における附属図書館の 目標 と計画 【平成22年度～平成27年度】
【教育:文 科省提出】
附属図書館等では,自主学習のための環境整備 と情報提供・教育の充実を進 めるとともに,




供の充実を進めるとともに,利 用者 としての学生との協働体制を構築 し,利用者の
意向や意見を反映できる支援 体制 を整備 ・充実する。(平成22～27年度)
(自主学習環境の充実〉








・ 学生 との協働 体制整備のため図書館サポーターを募集 してワーキンググループ
を組織するO
・ 図書館サポー ターに よるブ ックハ ンテ ィングや,ク ラブや学習活動の成果の展
示等を実施する。






・ 実績状況やア ンケー ト結果 に基づ き自己点検評価報告書をま とめ るとともに,
必要な改善を進める。
・ 利用者アンケー トを実施す る。




効果的な活用 を図る とともにr所 蔵 資料を対象 とした電子図書館の充実 を継続する。
【研究:学 内用】
① 学術情報基盤 である電子 ジャーナルや文献データベースについて,利 用状況を
勘案 しっっ効果的維持継続を図 る。(平成22～27年度)
② 所蔵 資料を対象 とした電子図書館の充実を図る。(平成22～27年度)
③ 受 け入れ 資料を対象 として,個 人の研究テーマに応 じた新着資料情報を提供す
る。(平成23年度)
④ リポジ トリに係 る利用状況情報の研究者への提供 システムを実現する。
(平成24年度)
⑤ 教科書の保存 ・利用のための組織化を図る。(平成25年度)





全学的な広報戦略の充実を図 り,教 育,研 究,診 療活動な どの成果 を広 く社会に発信する
ための方策を検討する。
【社会 との連携等:学 内】
① 所蔵資料や教育研究の成果 を公開するためのワーキンググループを設置 し,展
示を実施す る。(平成22年度)
② 著作権処理 ・情報 システム管理に係 る職員の養成 福井県地域共同 リボジ トリ






③ 第2期 中期 目標期間中の実施状況を検証 し,次期の 伺標 ・計画を策定す る。
(平成27年度)
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2,利 用 支 援
2.1教育 支 援
2.1,1資料 の 収 集 ・整備
國
本学は,教 育地域科学部 ・医学部 ・工学部 と3学部か らな り,小規模大学ではあるが多岐
にわたる資料の収集 ・整備が望まれている。平成21年度末現在の蔵書数約60万冊r年 間受
入冊数約10,000冊である。限 られた予算の範囲での資料の収集 ・整備 に当たっては,利 用
者が必要 とす る図書資料の収集が特に求 められ る。 また,電 子媒体による資料整備につい
てもr中 期計画において,「学術情報基盤である電子ジャーナルや文献データベースにっい
て,利 用状況を勘案 しつつ,効 果的な活用を図るとともに,所 蔵資料を対象 とした電子図
書館の充実を継続する。」 としているよ うに,大 学図書館として教育 ・研究を支援するため
には,効 果的 な資料の充実が必要である。
資料の選定については,両 図書館 とも教員による推薦,図 書館員による選書,リ クエス
ト制度,ブ ックハ ンティング(学 生による選書),寄 贈等により行 っている0総 合図書館
では,平 成17年度 よりスター トした4Yebによる推薦図書受付システムを利用 し日常的に教員
の推薦を受け付けている。医学図書館では,以 前か ら学生が直接書店 に赴 き図書を選定す
るブ ックハンテ ィングを行 ってきたが,総 合図書館において も平成21年度から実施 し,学
生の視点か ら見た資料の選定手法を加 えてい る。
学習用図書 と して特に重点的 に収集 ・整備を図る必要がある資料 としては,シ ラバスに
掲載 されている教科書 ・参考書等がある。総合図書館では,教 務課か ら入手 したシラバス
データをもとに未所蔵図書 を購入 している。医学図書館においてもrシ ラバ スに記載 され
た図書は毎年購入 し,学生の利用 の便宜を図っている。特に,利 用の多い図書については
複本購入 を行 っている。
総合図書館においてはs本 学教員の学術成果の効果的公開の一っ として平成14年度か ら
開始 した専用書架による 「教員著書 コーナー」には現在170冊を所蔵 している0ま た,教 育
実習を行 う学生か ら教科書の指導書の充実への要望があり,小 ・中 ・高等学校教科書の指
導書の整備について,平 成21年度 に整備状況調査及び教科担 当教員への聞 き取 り調査を行
い,一・部を整備 した。
最新情報が特に求められ る医学図書館では,蔵 書全体が古 くな り利用者か らも蔵書構成
の刷新を図る要望が多くあ る。平成止7年度以降重点的 に新刊を購入するため,医 学部等の
協力を得て約900万円の予算 を計上 してお り,特 に平成21年度には,医 学 ・看護学の専門書
を中心に約2,300冊を購入す るなど,計 画的系統的に収集 している。
雑誌にっいては,総 合図書館の場合は,学 術雑誌か ら就職,趣 味の分野の雑誌等幅広く
収集 し,利用に供 している。開架雑誌は現在186誌あるが,学 生にとってより魅力のある
雑誌 を備 えるため,平成21年度に見直 しを行った。見直 しについては,従来から行ってい
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た教員への調査に加 えて,来 館利用者に もアンケー ト調査を行って教養雑誌等を追加する
など,学 生に活用 して もらえるように努 めている。
医学図書館における雑誌 の選定は,医 学関係 の専門雑誌は教員推薦,教 養雑誌等は学生
の希望 を取 り入れ購入 している。医学関係 の雑誌を含め,特 に最新情報を提供 していかな
ければな らないため24時間開館 し,図書 ・雑誌 ともすべて開架書架に配置 して利用に供 し
ているO
魎
今回のアンケー トの結果,質 問13「あなたが必要 とする資料は図書館に揃っています
か?」 にたい して,「充分に揃っている」 「だいたい揃 っている」を合わせると,総 合図書
館86%a医学図書館71%である。 平成19年度に行 った同様 の質問では総合図書館76%,
医学図書館60%であ り,いずれ も改善 されてお り評価できる。
しか し,両図書館で約28%の人が 「揃っていない」 と回答 している。内容 を見み ると,
蔵書が少ない,小 説 が少 なす ぎる,個 人では購入 できない高価な全集,専 門書が少ない,
新刊が少ない,研 究室に しかない等々の要望があ り,ア ンケー ト結果を精査 し,収集方針
及び資料の選定方法のあ り方を検討 しなければならない。また,収集 した資料については,
インターネ ッ トを活用することで学内は もちろん地域に も積極的な広報 を行 う努力が必要
である。
シラバス掲載の資料について,総 合図書館ではシラバス掲載図書の うち,品 切れ等で入
手が困難な資料がある場合は,教 務課にその情報 を授業科 国単位に伝え,教 員へのフィー
ドバ ックを依頼 している。 さらに教務課 と連携 し,よ り効率的に収集を推 し進める必要が
ある。 医学図書館では,シ ラバス図書を推薦教員ヘフィー ドバ ックをすることにより,効
率的なシラバス図書の収集に努めている。
学生向けの資料選択では,ブ ックハ ンテ ィングの実施 によ り,学生の視点か ら見た資料
の選定手法を加 えている。学生か らは自分たちが選んだ図書が図書館に配架 され,他 の学
生に利用 され るとい うことで,図 書館に対す る親 しみ と学びへの関心が深まるとい う意見
が出ていることは評価できる。 また,「就職超氷河期」 といわれ る時代 とな り,今後,就 職
支援図書として,就 職活動に役立つ図書や,資 格試験,英 語検定の問題集等の整備が必要
である。教科書の指導書については一部整備 されたが,引 き続 き計画的に整備を図る必要
がある。
医学図書館では,学 生図書委員連絡会を組織化 し,学生自身によるブ ックハンティング
を導入 してい る点や,積極的に古くなった図書の刷新 を図っている点は評価できる。また,
医学部等の協力 を得て計画的 に図書の充実を図っていることは,最 新情報の確保 という医
学部の特性 に対処 していることとして高 く評価できる。
今後の資料収集 ・整備 については,電 子ジャーナルのみならず図書媒体も出版形態の電
子化が急速に進む ことが予想 され るため,利 用者のニー ズに応 じた資料収集が望まれ る。
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2.1,2図書 館 利 用 指 導
圃
総合図書館では,教 育地域科学部160名と工学部525名の新入生を対象 とした 「大学教
育入門セ ミナー」 と,工 学部の新入生 を対象 とした 「情報処理基礎」の中で,図 書館に関
する博報 リテラシー教育と演習を交えて行っている。
医学図書館ではr医 学部の新入学生(医 学科(llO名,看護学科60名),大学院修士課程
(看護学科)学 生若干名 と新採用看護職員,薬 剤部職員等(60名前後)を 対象に利用指導
(オリエンテー ヨン)を 行 ってい る。医学科1年 生には,入 門テユー トリアル教育の一環
で,テユー トリアル教育にお ける教育 リソースの利用法 として,「1青報検索の基礎一図書館
の利用法,効 率的な情報へのアクセスを知る一」 とい う題 目で図書館の有効な利用方法等
の指導 を行っている。看p学 科1年 生に対 しても同様,講 義時間を使って図書館の利用法
を指導 している。 さらに,看 護学科の4年 生全員に対 して も,担 当教員の協力により,講
義時間 を利用 して情報探索セ ミナーを実施 し,図書館職員が,「情報探索の概要」「OPACの
使い方」「医中誌Webの使い方,検 索実習」「文献複写の 申込方法」 とい う,よ り高度なデ
ー タベース検索の指導を行 っている。
両図書館 とも利用者個々の レベルや要望に応 えるため,「何時でも何処で も何人でも」を
キャッチフレー ズに平成18年 度 より始めた個別 グループを対象にした ミニ ミニ講習会や
出前講習会では,利用者 の希望に応 じてMyポータルの使い方や,蔵 書検索の使い方,複写
依頼の仕方な ど,図 書館の利用方法や資料探索を中心に引き続 き講習を実施 している。
更に,専 門的知識 を効率的 に身 につけ,よ りよいサー ビスを目指すために,講 義後のア
ンケー ト結果を参考 にして改善に努めるとともに,図 書館内の職員研修会を実施す ること
で職員 自身の知識や技術の レベル アップ と意欲の向上を図っている。
1評価と課題1
入学時における新入生等への利用指導は継続的に概ね良好に行われているOま た,在 学
生に関 しては,ミ ニ ミニ講習会を中心にそのニーズを把握 しながら,適切な時期に,適 切
な利用指導を行 っていることは大変重要であり評価できる。
総合図書館の新入生への利用指導において,連絡先メールへの登録,Myポー タルへのロ
グインなど,図 書館 を利用す る以前の手続 きが煩雑でひとつの関門となっている。
その一方で,セ キュリテ ィ対策 も重要であるため,利 用者用パ ソコンを認証方式にする
ことも求められ る。利用者の利便性 と安全性を両立できる様、事務 レベルでのデー タのや
り取 りな どで対処できないか検討すべきである,
両図書館 とも,図 書館の利用について掲示や広報等で周知を図れるようFAQには 日々記
録 を残 し統計をとるな どの地道な努力が望まれ る。
さらに,各 種の講習会や利用指導 を希望する声に対 しては,利 用者のニーズを把握 しっ
つ,講 習会の種類や利用指導の方法を充実させ る必要がある。
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2.1,3図書 館 間 相 互 貸 借(ILL:lnterLibraryLoan)
團
総合図書館は,増 改築のため平成20年7月 か ら閉館 し,2ヶ月後に仮移転先で開館 した
ものの,資 料のほとん どは箱詰め状態のため利用 できず,こ の年の受付件数は現物 貸借,
文献複写共に激減 した。平成21年6月 に リニ ューアルオープンしたが,それまでの影響を
うけてか,平 成21年度の文献複写の受付件数は例年の半分程度であった。ただ し,現物貸
借は例年並みに回復 した。
文献複写,相 互貸借サー ビスの利用法等については,オ リエンテーシ ョンや講習会等に
おいて必ず説明するな どして広報に努めている。
医学図書館の近年のILLの傾 向はゆるやかではあるが,文 献複写の受付,依 頼f牛数は共
に減少傾向にある。 これは国立大学の電子ジャーナルの整備充実に加 えて,電 子ジャーナ
ルに対する利用者 の認 知度が一層向上 したためと思われ る。 しか しなが ら,ILLは文献入
手の重要な手段であ り,DDS(D。currentDeliverySystem)による入手や担 当者の経験によ
るILLの依頼先選定な どで,よ り早く文献が入手できるよう努力 しているO現 物貸借につ
いては,依 頼件数 よ りも受付件数に伸びがある。
1評価と課題1
総合図書館が リニューアル直後にも関わ らず現物貸借件数が減少 しなかったのは,中 期
計画 として総合図書館の全蔵書を全国所蔵 目録(NAGSIS-CAT)に遡及入力 した効果であ り,
大いに評価できる。
ILLは所蔵資料の少な さを補 う機能 として重要な位置づけにあ り,利用者にとってILL
は学習,研 究に必要不 可欠の存在 と して認識 されている。今後 も継続 して,ILLの周知徹
底 を図る必要がある。
2.2研究 支 援
2.2.1電子 ジ ャ ー ナ ル
國




現在,図 書館 予算 で購 入 して いる電 子 ジャーナ ル は,約7千 万円でElsevier,Springer,
acs,ProQue$t(ARL,HMC>,IEEEe-pr。ceedi[igs,ACM,APS,Natureであ るO工 学部 で購
入 して い る電子 ジヤー ナル は,ApPliedPhysicsI,ettern,J。urnal。fappliedPhysics,
IEEEAIIS。cietyPer正。d正calPackageであ る。 なお,総 合図書 館の 資料費 で購 入す る電
子 ジ ャー ナル はな い。 医学部 は間接 経 費等 を電子 ジャーナ ル経費 と して医学 図書館 に配分
してお り,購 入 してい る電子 ジャーナ ルは,Science,CellPress,メデ ィカル オ ンライ ン
が ある。いず れの電 子 ジャーナル も利 用度 はか な り高 い。中で も平成19年 に導 入 した メデ
ィカルオ ン ライ ン(医 学 ・看護 系 和文 雑誌の 電子 ジャーナル)の 利 用が 他の電 子 ジャーナ
ル(欧 文 雑誌)に 比 して著 しい。唯 一 の和文 の電子 ジ ャー ナル であ り,収 録誌 も毎年 増加
してい るこ とか ら利用 者 も多 い と思 われ る。
なお,本 学 が契 約 してい る電 子 ジ ャーナル の総種 類数 は約8,000種で あ る。
(注)電 子 ジ ャー ナル の契 約 は,ほ とん どが,出 版 社発 行 のす べ ての雑誌 ヘア クセス で き
る権限 を購入 す る。パ シケー ジ を契約 す る方 が割安 で有利 にな ってい る。
例 えば,Elsevierのフ リー ダム コ レク シ ョンは契 約額約4,200万円で約2,000種の電 子
ジ ャー ナル を利用 す る こ とが で きる。 ところがr本 学が2009年 にア クセ ス した約1,3aD
種 の雑誌 をそれぞ れ に契約 す る と約2億7千 万円 とな る。
1評価と課題1
本学の電子ジャーナル のアクセス件数は年々増 え続 けてお り,今や電子ジャーナル は,
全学の教育 と研究活動における学術情報基盤 として必要不可欠なものとなっている。
この電子ジャーナル購 読経費を全学共通経費に して維持 していることは,電 子ジャーナ
ルの安定的 ・継続的供給 において大変評価できる。
今後は,電 子ジャーナルを継続維持することは,か な り困難な状況にあ り,費用対効果
(アクセ スコス ト〉を踏 まえての見直 し等の検討が必要である。
また,電 子ジャーナル の利用面においては,教 員 ・学生等 を対象とした利用講習会 を行
っているが,電 子ジャーナルの利用を促進す るための方策が必要である。
2,2,2学術 文 献 デー タ ベー ス
國
学 術 文献デ ー タベー スの整 備 ・充実 は,電 子 ジャー ナル と共に,本 学 の教 育 ・研 究 ・臨
床 に必須 の要f牛で あ り,図 書館経 費 でSciFinderScholar(化学系 デー タベ ー ス:半 額 工
学部 経 費),JCRScienceEditi。n,間接経 費 でIVebofScienceを導 入 してい る。 また,総
合 図書館 の資 料費 では,SwetslVise(両キ ャンパ スで利 用 可能),CiNHを導 入 してい る。 こ
の ほか,医 学部 は,医 中誌Web(医学 ・看護学 系デー タベ ー ス),CINAHL(看護 学 系デー タ
ベ ー ス),EBMR(臨床 医学 デ ー タベ ー ス),UpT。Date(診療支 援 ツー ル)r今 日の診療WEB
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を導 入 して い る。特 に医中誌Webは利 用度 が高 く,毎 年 ア クセ ス数が増 加 してい る。
これ らの学術 文献 デ ー タベ ー スの利 用促進 に 関 しては,総 合 図書館 ではベ ンダー に よる
SciFinderSch。larの利 用者 講習会 を行 ってい る,医 学 図書館 では学部 学 生 ・大学 院生 ・
教職 員 を対象 に,£BMR,CINAHL,LpTaDateの利 用者 講習 会 を実施 して いる。平成20年 度,
平成21年 度 に行 ったUpT。Dateの講 習 会は 教員の 事 例報告 を含 め,好 評 で あ った。 また,
デ ー タベ ース の中 で も,利用 の多 い医 中誌Webや看P学 中心 のcrNAHLなどの利 用方 法は個
別 に講 習す る機 会が増 えてい るO平成21年 度 は増 改築時 にメデ ィアルー ム と称 して少 人数
の講習 会 を開 け るよ うなスペ ー ス も設1し た。
1評価と課題1
SciFinderSch。1arは,今まで文京キャンパ スで しかアクセ スできなかったが,全 学で
アクセ スできるよ うになった ことは評価できる。
医学図書館が医学部の間接経費等か らの補填によ り,多 くの学術文献データベー スを維
持継続 していることは評価できるO
しか し,学術文献データベースは電子ジャーナル同様に,学 術情報基盤 として安定的 ・
継続的な供給が不可欠であるが,そ のために費用対効果(ア クセスコス ト),アンケー ト調
査 利用統計等の分析を行って,必 要な学術文献デー タベースのサー ビス維持継続を図る
必要がある。
さらに,利 用者講習会は,あ らゆる宣伝機会を利用 して多くの参加者 を得るための工夫
が必要である。
2.2.3学術機 関 リポ ジ トリ ・地 域 共 同 リポ ジ トリ
國
メデ ィア コモ ン構 想 にお け る ソフ ト面の強 化整備 の一 環 として,生 産 され る学 術成果 を
国 内外 に発 信 し,研 究 ・教育 支援 に 関す る社 会責任 を果 たす 目的 で リポ ジ トリを構 築 して
い る。
平成19年9月 に本 学 教職員 等 の学術成 果 をイ ン ター ネ ッ トか ら利 用可能 とす る「福井 大
学学 術機 関 リボ ジ トリ(UFR)」を公 開 した。 コンテ ン ツ収録数 は,1,501件(平成21年 度
末現 在),全 文 ダ ウン ロー ド数 は198,592件(平成21年 度 実績)と なって いる。
平成21年3月 に福井 県内7大 学,nT,県 立図書館 県 文書館 の参加 を得て 「福 井県地
域 共同 リポ ジ トリ(CRFukuD」を立 ち上げ公 開 したaコ ンテ ンツ収録数 は}3,702件(平
成21年 度末現在 ・ハー ベ ス トに よる福井大 学1,501件を含む),全 文 ダ ウンロー ド数 は
176,673件(平成21年 度実 績)と なって い るa
平成21年4月 に,福 井大学 学術機 関 リボ ジ トリコンテ ンツの さ らな る充実 を図 る ため}




術機関 リポジ トリを立ち上げ,ま た,平成20年度は,国 立情報学研究所のCSI委託事業に
より福井県地域共同 リボジ トリを立ち上げたことは評価 に値す る。前者は全国的に もまれ
な試み であり後者も先駆けた試みである。
しか し,地域共同 リポジ トリは,プ レス発表を行い,華 々しくスター トしたが,学 内は
もとよ り参加機 関にお ける認知度は低いため,理 解 を深める必要がある。
一・方,本学 においては,総 合デー タベースとの連携ができるようシステム構築 したこと
で,教 員の機関 リポジ トリ登録がスムーズにできるよ うになったことは評価できる。
さらに学術機 関 リボジ トリ及び地域.,同リポジ トリへの登録 ・参加を呼び掛 ける必要が
ある。 また,学 術論文だけでなく博士論文,科 学研究費補助金等の報告書,学 内か らあま
り発信することの少ない各学部やセ ンター等で発行 している研究 ・技術報告書等の発信 も
必要で今後の課題 である。
【参 考 】新 聞掲載 記事
・ 研 究論文 ネ ッ ト公 開(福 井新 聞2007.10.5)
・ 教職 員 の論 文,ネ ッ トで無料 公 開(産 経新 聞2007,10,5)
・ 学 術論 文の無 料一 般公 開 を開始(中 日新聞2007,10,5)
・ 県 立図 書館 との相 互協 力協 定 に含 めて紹介(朝 日新 聞2007,10,5)
・ 学 術論 文ネ ッ トで公開:研 究業績 ,外 部 にPR(読 売新 聞2007.10.17)





総 合図書 館で は,平 成21年6月 の リニ ュー アル までは 平 日9時 か ら21時 まで,土 曜 日
10時か ら17時 ま で開館 していた が,平 成21年 度 か ら開館時 間 を授 業期 間は 平 日9時 か ら
20時まで,土 ・日 ・休 日13時 か ら16時 までの 開館 と した。閉館 時 も大学構 成員 は職 員証,
学 生証 で 自動入 退館 システム に よ り,平 日7時 か ら9時 まで,土 ・日 ・休 日9時 か ら13
時 まで,無 人開 館 で利 用 がで き る よ うに した。
また,利 用者 の安全 を図 るため,監 視 カ メラを設 置 して い るa無 人 開館 時 には人的 支援
はない が,自 動 貸出 返却装 置 に よ りセル フ で貸出 ・返 却 ・更新が 行 える よ うに してい る。
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有人開館時間 と無人開館時間を合わせ ると平 日の開館時閻は1日1時 間延びた。上 ・日 ・
休 日についても,土 曜 日だけの開館であったのが,授 業期間は 日 ・休 日も開館す るよ うに
なった。 これ によ り,授業期間のみのため,開 館 日数は,ほ ぼ横ばいであるが,開 館時間
数は有人 ・無人開館 を合わせ ると平日同様,1日 あた り1時間の延長となったJこ れ らの
開館時間の延長や開館曜 日の拡大は利用者からの要望に応えた ものである。利用者にさら
に広 く知ってもらえるよう}ホー ムページや利用講習会等で広報を行 っている。
医学図書館では,平 日は9時 か ら20時まで,土 ・日・休 日は10時か ら17時まで開館(有
人開館)し ているO閉 館時は職員証,学 生証で 自動入退館システムにより,申請を行った
医学部所属のすべての学生及び教職員は,24時間利用できる体制(無人開館)を とってい
る。 また,総 合図書館 同様 に監視カメラを設置 し,利 用者の安全を図ってい るO
魑
総合図書館は,開 館時開についての利用者アンケー トでは,「現状でよい」が3年 前の
84%から76%に減少 した。1日 あた りの開館時間数は増 えたが,閉 館時開が1時 間早まっ
ていることと,学 生の図書館の用途か らわかるよ うに,「本を調べる」から,「自習」にシ
フ トしているため,自 習できるスペースとしての図書館の開館時間の延長を望む声が多い
と考え られ る。今後,利 用実態 を鑑みて,よ り適切で安全な開館時間を検討する必要があ
る。 さらに,時 間外開館が増えた ことに伴 うサー ビスの低下を補 うため,マ ニュアル の整
備や研修時間を設 けるな どの対応が必要である。
医学図書館は,利用者アンケー トか ら開館時間について95%が満足 していることは評価
される。入館者数は学生がほぼ横ばい状況にあるが,教 職員は減少傾向にある0無 人開館
によって365日24時間開館 を実施 していることで,病院が設置されているとい う教育 ・研
究 ・診療 とい う環境の中で時間に拘束され ない利用を可能 としていることは評価できる。
3,1,2貸 出
画
学内者の貸出冊数及び貸出期間は,総 合図書館が図書10冊 以内2週 間,視 聴覚資料5
点以内1週 間,教 養雑誌3冊 以内1週 間,教 科書3冊 以内3日 間である。医学図書館は,
図書,視 聴覚資料を合わせて5点 以内1週 間の貸出である。
なお,両図書館 とも学部学生に限って図書のみ休業期間の長期貸出を行 っている。また,






総 合図書館 では,平 成21年 の リニ ュー アル時 に 「メデ ィア コモ ンズ」とい うコーナー を
整 備 した。 この コーナー に はパ ソコン12台 の他 に,大 画面TV1台,AVブ ー ス3台 を設 置
し,そ れ ぞれCD,DVD,VHS,ブルー レイ に対応 し,23チ ャンネル の海 外衛 星放送お よび放 送
大学 の視聴 も可能 であ る。 これ に よ り,多 種多様 な媒 体 を 自由に複 数同時 に利用 し学ぶ 空
間が 提 供 され た。 開架冊数 は65,000冊に増加 した。 書庫 は,書 庫の面積 が1,527㎡か ら
1,875㎡に増 え,ま た,各 フ ロアか ら自動入 退室 シ ステム によ り学生 ・教職 員 は 自由 に出




い,一 時期貸出数 は落ち込んだが,リ ニューアル後は以前より,両学部か らのアクセス も
よくな り,順調に,入 館者数 ・貸出冊数 ともに延びている。今後は,両 館 とも学習環境の
充実 を利用者 に広 くアピールす ると共に,利 用者が求める資料に容易にた どりつけるよう
に利用者 目線 での多方面か らの工夫が必要である。
3,20PACと 遡 及 入 力
國
平 成19年3月に図書館 システ ムが統 合 し,全蔵 書 の 目録デ ー タベー ス(OPAC:onlinePublic
AccessGatal。9,以下 「OPAC」とい う。)に つ いて もキ ャンパ スを問 わず一元的 に検 索 を
行 うことが可能 とな った。
総 合図書 館 では,一 般書 の遡及 入 力 を平成19年 度 に終 了 し,.r成21年度 か らは専門的
能力 を必要 とす る漢籍,和 装本 の登録 を開始 し,郷 土資料室及 び道 元 文庫の入 力 を完 了 し
た。
総 合図書 館 にお ける寄贈 雑誌 の所蔵 状 況 につ い ては,こ れ までは永 久保存 の もの のみ登
録 を行 ってい たが,平 成22年 度 に5年 保 存 の もの の登録 を完了 し,OPACからの雑誌 の一
元的 な検索機 能 を さ らに充 実 させ た。
医学図書 館 は図書 ・雑 誌 ともす べ てが 目録 デー タベー ス に登録 され てお り,OPACからの
検索 が 可能 となっ てい る。
1評価と課題1
OPACについては,総 合図書館ではr未 登録 となっている教科書 ・漢籍 ・和装本の継続的 な
登録作業が必要であるnま た,教 科書や指導書は特性 を生か し,所蔵検索 しやすい しくみ
を作 り,利用者に とって使 いやすいコレクシ ョンに整備することが望まれる。
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また,電子資料の うち電子ジャーナル はOPACからの検索が可能であるが,電子ブ ックに
つ いて もデータ登録を行 う必要があ る。
OPACのデータについては,未 だ両図書館 で整合 しない ものが発見されている。格納 され
ているデー タの中には,一 部の書誌事項 しか入力 され ていないもの もあ り,目録の品質は
まだ多くの問題 が残 っている。 目録の品質向上は検索効率や精度 に直結するものであ り,
今後の継続的な作業が望まれ る。
総合図書館の雑誌については}所 蔵状況の登録範囲を広げた点 で評価できる0利 用者ア
ンケー トで 「あなたは どのよ うな手段で本学の図書館資料を検索 していますか」 との質問




資料の電子化は,資 料の汚損 ・劣化を防 ぎ保存する観点 と,所 蔵資料を広 く公開 し学術
研究に寄与する観点か ら,少数ずつではあるが継続的に行っている。
総合図書館では,所 蔵する江戸時代の刊本 を中心に,毎 年継続的に電子化を行い,現 在
46点の資料 をインターネ ッ トを介 して公開 している。
1評価と課馴




3,4.1学術 情 報 ポー タル と して の ホー ム ペ ー ジ
國
平成21年6月 に,総 合 図書館 と医学 図 書館 で立 ち上 げていた ホー ムペー ジを統合 して,
利 用案 内,資 料案 内,OPAC,県内 図書館 横断 検索,文 献 デー タベー ス,電 子 ジャーナル 等
な ど,図 書館 サー ビスの一 元的 な情報 発 信窓 口 と した。 また,図 書 館 のお知 らせ と してデ
ー タベ ース講 習会や 展 示な どの広 報 と して もホ ームペー ジを活 用 して い る。 さらに,研 究
支援 の ため,学 術情 報 ポー タル として図書館 ホー ムペー ジ上 に電子 ジャーナル,学 術文献
デー タベ ー ス,蔵書検 索,本学 作成 の電 子的 コンテン ツ等 を一元 的 に管理 し提供 して いる。
Myポー タル か らは図書購 入 依頼,相 互 貸借,資 料予 約等 が一元 的 に行 える よ うにな って い
るa
1評価と課題1
利用者の利便性向上を目的 として,図 書館ホームページを統合 しリニューアル したこと
は評価できる。今後 も学術情報ポー タル として,誰 もが使いやすく機能が充実 した図書館
ホームペー ジの作成に取組んでい く必要がある。
3,4,2展示 と刊 行 物
画
総合図書館 は,リ ニューアル後1階 に137㎡の展示ホールが整備 された。 これにより貴
重な所蔵資料 を多様 に展示できるよ うになった。 また,学 内の利用者のみな らず,一 般市
民に対 しても大学図書館が保有す る貴重資料を知ってもらう機会 とな り,学外者の入館が
増え,地 域住民 と大学図書館 との距離が縮まったようである。
平成21年度は リニューアルオープン時の 「郷土の歌人 山川登美子展」をは じめ,「貴
重書特別展示 往来物(教 科書〉展」,「総合図書館が所蔵する浮世絵展」な ど8回 の展示
会を行 った9ま た,小 中高の教科書展示会は毎年開催 している。 これ らの展示内容はホー
ムベー ジでも同時に公開 している。 さらに,山 川登美子関係資料の一部を レプリカ作製 し
たことで,図 書館見学者を案内す る際な ど,気軽に見てもらえるよ うに した。
医学図書館では平成19年度よ り,エン トランスを使 い,年に数回の ミニ展示を行ってい
るOこの展示ではs「思春期貧血一みつける ・なおす ・もっと元気に」・「チャネル病に朗報 口
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イ オンの通 り道 リアル タイ ム計測 成 功」 な ど医学 部の先 生方の研 究成 果 を紹 介す る企画 も
行 ってい る。 また,リ ニ ュー アルに 伴 い,カ ウンター前 の ラ ウンジの一角 に ミニ展 示 スペ
ー スを設 けた,;:成22年の春 には,リ ニ ューアル オー プ ン記念 展 示 として"医 学図 書館の
あ ゆみ"と い うタイ トルで 医学 図書 館の今 までの歴 史 を年表や写 真 で紹 介 した。
Fl」行 物 は,平 成15年 か ら発行 の 図書館 報 「図 書館f。rum」を年1回 刊行 して,学 内外 に
配 布 し,図 書館 の トピ ックス,利 用 案内,各 種企 画案内,お 知 らせ等 を広報 してい る。
両図 書館 の リニ ュー アル を終 えr「図書館 利用 ガイ ド」 もそれ に合わせ た ものを平成21
年に発行 して いる。また,「総 合図 書館今 昔 」展 と連動 して福 井大 学附属 図書館 の歴 史を振
り返 るパ ンフ レッ トを作成 した。この ほか に,図 書館 ホー ムペー ジ,学 生 便覧,大 学 案内,
情 報処理 基 礎 ガイ ド,医 学部 広報誌 くず りゅ う,同 窓会報 におい て図書 館の案 内等 に努 め
てい る。
1評価と課題1
リニ ューアル後の展示への取 り組みは,地 域住民への強力なア ピールにな り,評価 され
る。 また,単 なる資料の紹介に とどまらず,図 書資料以外の媒体への展開な ど多様 な試み
も評価 される。教科書については,定 期的に展示会を開き保存 していることで,教 科書収
集の県内拠点のひ とっ としての任務 を果た してお り大いに評価できる。山川登美子関連資
料の レプ リカ作製は,見 学者等への説明が ビジュアル的 にできるよ うになったことで評価
できる。
企画展示は,今 後も学内をは じめ地域に対 して 「外から見える図書館」として重要な役
割 を担 うため,学 生 ・教員等の理解 と協力のもと,地域の教育界や産業界等との連携づ く
りが必要 である。
刊行物は,館報的役割を担 う年1回 刊行の 「図書館f。rum」,即時性のあるホームページ,
各種利用案内がある。 それぞれの特性 を生かすよ うに内容を吟味する とともに,記 述にム




一般 市民への開放は,両図書館 とも資料の貸出,閲覧並びに複写サー ビスを行っている。
また,平 成19年10月の福井県立図書館 との棺互協力協定によ り福井県内図書館総合 目録
(横断検索)シ ステムが利用できるようになった。 さらに,翌 年には大きく拡大 されて,
県内の全公立図書館 と8高 等教育機関(大 学,短 大,高 専)の 図書館が,こ の横断検索 シ
ステムで繋が り,600万冊を超える蔵書を検索することができるよ うになった。一定の制
限はあるが流通システムを利用 して,各 図書館に配送 されるので各図書館の窓口で本 を借
りることができる、平成19年度は半年間の運用 にもかかわ らず貸借件数が215件になった。
平成20年度は318件,平成21年度 は971件とな り,利用者に認知されつつある。
総合図書館 では リニューアル後,一般市民の来館が急増 している。平成21年度の学外者
来館数は延べ5,497名とな りrその結/1_!総入館者数に占める割合が5%と なった。(平成
18年度0.5%)
医学図書:館は,平 成17年1月か ら患者の方への貸出,同 年12月か ら一般市民への貸出を開
始 している。現在,学 外者の入館者数や貸出冊数は増加の傾向にある。
そのほか,利 用者用パ ソコンは総合図書館内に36台,医学図書館内に10台が設置 され
てお り,OPACや文献デー タベース検索,電 子ジャーナル等が自由に利用できる。
魎
両図書館ともリニ ューアルを機 に一般市民の来館が増えたことは,地 域に受け入れ られ
る,地 域に貢献する図書館 として認識 され始めた として評価できる。
今後は,従 来の利用者(大 学構成員)の 利益を損ねない範囲で,一 般 市民へのニーズを
満 足させるルール作 りが急務 である。
また,県 内公共図書館 との相互貸借サー ビスの冊数が年 々増加 していることは,こ の横







附属図書館は,教 育地域科学部 と工学部がある文京 キャンパスに総合図書館 を設置 し,
医学部がある松岡キャンパスには医学図書館を設置 している。
総合図書館は,耐震改修 し平成21年6.月に リニューアルオープンした。鉄筋3階 建てで
総面積は42541㎡か ら4,999㎡に増加 した。1階 に事務室を統合 し,館 内で唯一飲食がで
きるラウンジ,郷土資料室,展 示ホール,マ ルチメデ ィアコーナー,グループ学習室等を配
置 し,2階 に雑誌 コーナー,教 科書コーナー,参 考図書コーナー等に加えて,第 一閲覧室
を配置 しているa3階 には研修室,開 架書架及び第二閲覧室を配置 している。書庫は耐震
改修により大幅 に増築 され,こ れまでの配架できなかった図書や研究室返却本の収納に大
いに活用 されている。 閲覧室の座席数は343席から400席に増やす ことができた。
医学図書館は,平 成22年4月 に大幅な増改築工事を終えて リニュ 一ーアルオープンした。
鉄筋2階 建てで1,737㎡か ら2,484㎡に増加 した。1階 はカ ウンター前にラウンジを設置
し,コ ミュニケーシ ョンの場やパ ソコン検索並びに展示スペースを確保 した。雑誌閲覧室
も増築 し,研修メディアルーム,福 井県医学資料室を配置 している。2階 にはブラウジン
グコーナー,参 考図書室,グ ループ学習室,図 書閲覧室,休 憩 コーナーを配置 している。
閲覧室の座席数は205席か ら287席に増やすことができ,個 人閲覧席を中心に配置 して
お り,多 くの利用者が気兼ねなく学習できる環境を整えている。 また,保 存のための書庫
は設置 されてお らず全て開架方式 とすることで,い つでも自由な資料の閲覧を可能 として
い るa
辟 価と課題1
総合図書館 における書庫の増築やマルチメデ ィアコーナーの新設,医 学図書館の増築
における個人閲覧席等の増加など,そ れぞれの図書館の目的や状況に応 じた改修がなされ
てお り大いに評価できる。ただ し,ア ンケー トでわかるよ うに図書館を利用する多くの学
生は図書の利用に次いで図書館 に自主学習の場 としての機能 も求 めてお り,蔵書を整備す
るだけでな く,学習の場 としての環境整備をすすめる必要がある。
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4,1,2書 架 ・書 庫
画
前 回 の 自己点 検後 に両図書館 と も リニ ューアル した こ とに よ り,狭 隆 で あった書 架 ・書
庫 と も大幅 に機 能 が改 善 され た。 所 蔵 冊数 は,総 合 図書館 が 図書486,463冊,学術雑誌
13,143種,医学 図書館 が図 書ll9,822冊,学術雑誌4,548種であ る。合 計す る と図 書606,285
冊,学 術 雑誌1?,631種とな る。 これ に対 して収容 力 は,総 合 図書館 は今 後10年 間 の増加
を見込 んで棚 板 延 長13,918mから23,400mに書 架 を増や し,そ の結 果i収 容 可能 冊 数
386,611冊か ら650,000冊とな った。 医学 図 書 館 は棚 板延 長4,933m,収容 可能 冊 数 は
137,027冊とな り,両 図書 館の合 計棚板延 長 は28,333mで,収容 可能 冊数 は787,028冊と
増 えた。
この ほか,総 合図 書館 は開架 書架 に加 え,集 密 書架 をほぼ 全面 に備 え た書庫 を増築 し,
特 殊 資料 室、貴 重書室,郷 土 資料 室,大 学 資料 室,資 料整 理室 を備 えた。
医学 図書館 は増築 工事 の際 に県内 の医 学 関係 資 料 を収集 す るた めの福井 県医学 資料室 を
設 置 し,わ ずか で はあ るが書架 スペー スを増や した。また,医 学 図書館 は開 学以 来,書 架 ・
集密 書庫 スペー ス を含 めてすべ て開 架方式 を とってい るO
函
総合図書館は リニ ューアルを機 に棚板延長が大幅に増えたことは大いに評価できる。今
後は,こ れ らの書架を有効活用 し,利用者 に見やす く,探 しやすい書架 を提供 していかね
ばな らない。延長 した棚板のほとん どは書庫スペースであるが,利 用者アンケー トによる
と書庫が暑い、寒い とい う意見が多 くある。利用者および資料にとって,書 庫が少 しでも
快適な空間とす るために,一 定の温湿度管理が保てるよ うに取 り組む必要があるO







旧福井医科大学の松岡キャンパスの附属図書館を 「医学図書館」として,両 図書館 を統括
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す る附属図書館長と医学図書館を統括する医学図書館長 を配置 している。 また,附 属図書
館 には福井大学委員会規程第5条 に基づ き,「附属図書館の運営に関する事項」を審議する
運営委員会が設置され てお り,附属図書館長を委員長 として,医 学図書館長,各 学部選出
の教員各2名 及び学術情報課長を委員 として構成 している。
更に総合図書館には運営 ワーキング,医 学図書館 には運営小委員会を設置 し,該 当キャ
ンパスの運営委員及びその他の学部教員等 を委員 として,各 図書館固有の事項を中心に審
議 している。
上記の運営委員会 と各図書館での小委員会等が相互に連携 し,審議す ることでキャンパ
ス問並びに学部間での独自性 と協調性 を調整 している。
なお,委 員会の開催に当たっては,議 題によってはTV会 議やメール持 ち回 り方式をと
ることで,時 間的,空 間的な効率化を図っている。
【平成22年4月 現 在 】
函
法人化以前の運営委員会は館長 と教員のみで構成 されていたが,法 人化後は学術情報課
長を委員に加え,実 務的な管理運営 も視野に入れた審議が可能 となっていることは評価で
きる。また,運 営委員会のもとにキャンパス毎の総合図書館 ワーキンググループ及び医学
図書館運営小委員会を設置す ることで,そ れぞれの学部固有の特色を反映 した予算執行や
20
方針等を,各 図書館運営に反映できるよ うにしていることも評価できる。
しか し,委員会の開催が多 くなることや意思決定の遅れ等に留意す る必要があるため,
両キャンパ スの委員が出席する運営委員会にお けるTV会 議の活用は有効 と思われ,簡 易
な案件についてはYメ ール持ち回 り方式を取 り入れていることも評価できる.
4,2.2事務 組 織
國
法人化に移行する以前か ら国家公務員の定員削減が各大学に も割 り振 られてお り,更に
平成18年5月 の行政改革推進法によって,5年 間で5%以上の人件費削減が 目標 とされ,
国立大学法人もこれ に準 じた取 り組みを行 うことになった。
これ らの状況を背景に,平成15年9月 の統合前は現総合図書館 には事務長以下5係,16
名(常 勤 正0名,非常勤6名),現 医学図書館には課長以下3係,8名(常 勤7名,非 常勤1
名),合計24名(常勤17名,非常勤7名)が 配置 されていたが,平 成15年10月の統合に
よって,課:長以下8係22名(常 勤15名,非 常勤7名)と なった。
(注)ここでの人数には,夜 問開館要員及び遡及入力要員を除いてあるO
これを受けて平成16年4月,課長補佐 を設置 し医学図書館の事務組織 を総括す ると共に
3係を2係 に統合 して業務の合理化を図った。
平成21年4月 においては,課 長(課 長補佐欠員)以 下6係2専 門職員(常 勤15名,非
常勤7名)で ある。総合図書館は,平成21年6月 に リニュ 一ーアル した図書館において,従
来は1階 と3階 に分散 していた事務室を1階 に統合 し,業務の合理化や係に関係なく司書
による窓ロサー ビス業務を行 うな どの充実に努めている0平成21年7月 には,雑誌情報係
を廃止 して専門職員(資 料管理担 当)を 置き,総 務係 ・学術情報係 を含むrゆ るやかなグ
ループ制 を取 ることによ り効率化を図っている。
1評価と課題1
総合図書館においては,1階及び3階 に分散 していた事務室を統合 し,窓 口(カ ウンタ
ー)業 務 を司書系職員で担 当す ることに したことで利用者サー ビスの充実を図ったことは
評価できる。
しか し,市 場化テス トにあるよ うに,業 務の外注化が検討 されてい る状況にあっては,
図書館職員は職能集団 として,プ ロ意識 をもって業務を遂行すると共にu外 から見える図




図書館の資料費においては,電 子ジャーナルや文献データベースに係 る経費が膨 らむな
か で,附 属図書館が電子ジャーナル を学内における学術情報基盤 と位置付け,大 学統合以
降一貫 して大学執行部 に対 しての働 きかけを行 った結果,平成L7年度か ら 「電子ジャーナ
ル経 費」が認められた。
この結果,図 書館予算は,従 来か らの図書購入費 と附属図書館運営費に加え,電 子ジャ
ーナル経費が配分 され ることになった。現在は,図 書購入費や電子ジャーナル経費は節減
対象 となっていないが,附 属図書館運営費については毎年1%の 節減が行われてお り,全
体の予算 としては減少傾向にある。学術情報基盤 を安定的に供給す るとともに利用者サー
ビスの維持に向けて,購 入雑誌の見直 しや冊子体雑誌か ら電子ジャーナルへの移行等の努
力 を重ねている。例えば,総 合図書館では学部予算で購入す る雑誌 を,共 同利用 とするた
め図書館に開架 したほか,学 部予算 とのコラボ レーシ ョンによるデータベースの維持を行
っている。 また,医 学図書館では学部や病院か らの予算配分 を受けて雑誌の集 中配架 を行
い,利 用者への便宜を図っている。
しか し,電子ジャーナルはパ ッケー ジ単位 として しか契約できないことに加 え,毎 年の
値上が り等から必ず しも楽観できる状況ではない。現状の電子ジャーナル等の購入を継続
す る場合 は,学生用図書 を中心 としたその他の資料の充実が困難 となることが想定 され る。
(前回の 自己点検時よ り更に厳 しくな っている。)
このため図書館では,共 通経 費である電子ジャーナルを中心に,効 率的な予算執行 を図
るため,費 用対効果と してアクセスあた りの経費や利用頻度を考慮 した基準の見直 しを検
討 し,限 られた予算の中で効率的な執行を行 うよ う努力 している。
両図書館に配分 され る予算のなかで,清 掃費やエ レベータ保守・rrr,光熱水料費等を負担




減 を行い,資 料費への影響が最小限になるよ う努力を行っているa
1評価と課題1
両図書館が利用できる電子ジャーナルやデータベー スを学術情報基盤 として位置付け,
全学共通経費において既定経費 とすることで,継 続的な維持を図るように したことは高く
評価できる。 また,電 子ジャーナル経費の高騰状況は全国的な問題で もあ り,将来を見据
えて限 られた予算の範囲でのより効果的な執行を検討 していることも大いに評価できる。




今後 も緊縮財政のなかで,引 き続 き外部資金等 の獲得に努力す る必要がある。
4.4自己点検評価体制
囮
平成18年12月に 「福井大学附属図書館 自己点検評価小委員会要項」を制定 し,こ れに
基づき平成19年1月 に附属図書館運営委員会において,附属図書館長,医学図書館長,学
部から選出された運営委員会委員各1名,学 術情報課長,運 営委員会委員以外の教員1名
か らなる自己点検評価小委員会 を設置 した。
この小委員会の もとに実務作業を行 う自己点検評価専門部会を発足させ,自 己点検評価
の実施体制を整備 した。
自己点検評価報告書の作成にあたっては,平 成14年3月14日 に法人格取得問題に関す
る附属図書館懇談会図書館評価指標WGが 作成 した 「大学図書館における評価指標報告書
(Versi。nO)」を参考にす るとともに,「福井大学学内共同教育研究施設等における自己点
検評価基準」を念頭において作業を進 めた。 また,利 用者サー ビスを中心 としたアンケー
トを実施 し,特 に定性的評価のためのデータとした。




中期 目標 ・中期計画の各年度における達成状況等について,日 常的な自己点検を行い,
説明責任 と現状認識の もとで適切な対応が取 られている。
前回の 自己点検で,「課題」 とされた45項目について,翌 年か らの年度計画を立て業務
改善を行い,再 評価の結果,「S=完壁」または 「A=改善」に評価 されたことは大いに評価
できる。また,利 用者サー ビスにっいて,ア ンケー トを実施 しているが,平 成14・19年に
実施 した もの との連続性 を考慮 していることも大いに評価できる。
さらに総合図書館や 医学図書館の リニューアルオープンに伴 う来館者アンケー ト,各講
習会並びに展示会等において,ア ンケー トを実施 し利用者の意向と動向を把握 し,的確に




自 己 点 検 評 価 改 善 表
(平成20・21年 度改善)
■ 自己点検評価に係る改善表(平 成20年 度) v1420090116 S二完壁A=改善
B=ある程度改善
W二 未改善
自己評価な関する課題 自己点検評価から改善された事項 次年度以降改善する予定の事項 再評価
2-1-1資 料 の 収 集 ・整 備
しかし,シラバス掲載図書の中には品切れ等で入手困難な資料も H20年度より入手困難な資料をシラバス掲載している教員






総合図書館の開架雑誌の見直しのために来館利用者にアンケー 和雑誌について学生図書委員から毎年雑誌の購入要望が 平成21年度 におこなう雑誌アンケー トの原 案
z トを行ったことは利用者の意向を知る機会となり評価できる。雑誌については,今後も教官・学生の要望を取り入れた収集が望まれ
る。
あがってくることを考慮 し,H20年度 は和 雑誌3種 を購入 す
ることとした。(同系統 の3誌と交 代)(医図)
を作成す る。 B
今後の資料収集・整備については,電子ジャーナル等の雑誌を含 学 生か らの リクエスト図書 については,極 力購 入 している。
め資料媒体も変化しつつあり,限られた予算の範囲の中で利用者 近3年分の購入図書の分類別冊数を調査集計し,充足率
が必要とする資料を充実していかなければならない。 の低い分野を図書館職員による選書で補充し,教官推薦




のため,日 本映画 等の希 望があ りDVDを購入 した。(総
図)
内容を見てみ ると,蔵書が 少ない,小説が少 なすぎる,個人では
購入できない高価な全集 専門書等々の要望があり,改善されて 教員による推薦図書のほかに,職員によるバランスのよい
4 いるものの,今 後アンケート結果を精 査し,一般書 の選定 方法の 選書に心がけており,芥川賞,直木賞以外にも携帯小説等
ありかたについて,収集方針を含め検討しなければならない。 の 受賞作 品やベストセラーを適 宜購入 している。
特に大学図書館では充実が難しい一般書の要望について
5
今回の 利用者 アンケー トによると,「あなたが必 要な資料 は図書館
に揃 っていますか」に対し,両図書館 では約25%の人が 「揃 ってい
ない」と回答してきている。内容を見 てみると,蔵書が少ない,小説
が少なすぎる,個人では購 入できない高価 な全集,専 門書等 々の
要望が あり,改善されているもの の,今後アンケー ト結果 を精査
し,一般 書の選 定方法 のありかたについて,収集方 針を含 め検討
しなければならない。また,収集した資料については,学内 はもち
は,県立図書 館や市 立図書 館との連携を活用 して,取り寄
せ るよう努 力している。
また,高価 な全集 ・専 門書 等 は共同利用 図書 として購 入し
ている。
一 般書の選 定方法 のありか たについては,一部 学生 による
ブックハンティングを実 施しているほか,学生 の図書 委員等





図書館 の利用 目的 は,学年や専 門によって異なること,近年の 専 門的知識 を効率 的に身につけ,よりよいサー ビスを 目指
ネットワークを介したサービスにおいては高度な機能が追加されて すために,日々の業務並びに自己研鎭により習得した知識6 いることなど,常に利用者 のニーズを把握す るとともに, や経 験をフィー ドバ ックする館 内研修 会を実施 することで,
図書館職員自身のレベルアップと意欲の向上を図るよう努 Aそれらに対応するためには図書館職員自身の研鐙が必要である。力している。
また,利用者個 々の レベル や要 望に応 えるため,「何 時で




地方大学において相互協力は重要なサービスであり,学外への申 ており,いか に早 く入手 できるようにするか 工夫を凝 らして
8 込み機能について積極的に広報・利用指導を行い,更なる利用拡 い る 。 A
大を図 っていく必要 がある。 また,オリエンテーションや利用 講習会 においても常に説 明
と広報を行っている。




9 また,継続的 にアクセスコストを記 録し,利用度を判定す る
ための基 準を検 討している。
2-2-2文 献 デ ー タベー ス




また,文献データベースの適正 な導 入を目的として,導入の ため
の参考資料とするためのアンケート実施 分析し,利用統計等も
11 考慮 した上で,適切なデータベースの導 入を図って行く必要が あ
る。
利用者講習会では,多くの参加者を得るため,あらゆる宣伝方法 掲 示 ・メー ル配信 の ほか,直接 電話による照会やカウン ホームペー ジ作 りを目指した リニューアル の中
を駆使して行っていくこと,教員の実践的な事例報告を組み入れ ターでの参加勧誘などの努力を行っているが,魅力ある でも検討するとともに,さらなる参加者を増加さ
ること,カリキュラムの1コマとして授業 との連 携を図ること等 のエ ホームページ作 りを目指 したリニューアルの 中でも検 討し せ るために努 力する。
12 夫が必要である。 た い 。 B
また,データベースの利用 講習会 では,実践的な事例 発表
を組み入れ好評を得ている。
2-2-3機 関 リポ ジ トリ
機関リポジトリについては,ブレス発表も行い積極的な広報を行っ 学 術雑誌 論文に関 しては,学術文 献データベース(Webof
た。しかし,学内 にお ける機 関リポジ トリの認知度 はまだまだであ SCIence等)から論文 を抽 出し,先生 方に許諾依 頼をか け,
13 る。当面は,学部説明会や教員に対して論文提出の直接依頼を行 許諾を得られたものを各出版社の著作権ポリシーに従い登 A
うなどしてコンテンツ収 集を図る必要 がある。 録す ることとした。
今後は総合データベースとの連携を図り,教員の入力時の負担を 「福井 大学総 合データベースシステム」に,機関リポ ジトリ
少なくし,リポジトリに論文が登録できるようなシステム構築が必要 への登録可否などの項目を追加した。これによって教員が
14 である。 図書館からの許諾依頼に答える手間が省けることなった。 S
また,学術雑誌論文の登録数を増やしていくことはもちろん必要で 研究紀要(研究報告)は原則として登録している。また過去 地域共同リポジトリへの登録を含め,学内刊
あるが,学 内からあまり外に出ることのない各学 部やセンター等で の 分についても,許諾 を得ながら遡って順次登 録している。行物の登録を推進する。
15 発行している研究・技術報告書等を機関リポジトリから学外に発信することも必要で,この事業の大きな特徴になると考えられる。
博士学位論文は本人からの依頼を受け登録している。 B
3-1-1利 用 時 間
開館時 間について総 合図書館 でのアンケート調 査では,「現 状で 平 成21年度 から日曜 ・休 日開館を実施すべ く運用 につい
16 よい」が85%であるが,日 曜開館 や24時間開館を望む声も少なくて検討し,無人開館を含め開館時間も延長することとして
はなかった。 い る 。
A
日曜・休日開館は,大学図書館の開放として地域への貢献にも結
17 びつくものであり,積極 的に検討することが 望ましい。
一方 ,アンケート調査結 果を見 ると,21%の利 用者が 土曜開館 や 現在 魅 力あるホーム ページ作 りを目指してリニューアルを











また,両図書館とも延長時間に来館する利用者への対応は,非正 専 門的知識 を効率 的に身につけ,よりよいサー ビスを 目指
規職員に委ねることが多くなると考えられる。図書館職員のサービ すために,日々の業務並びに自己研鐙により習得した知識
スについてアンケー ト調査 では,「満 足」と「ふつう」を併 せて総合 や経 験をフィー ドバ ックする館 内研修 会を実施 することで,





総合 図書館の 開架図書 は約58万 冊(平成19年7月現在)である。 新 総合 図書 館では,開架スペー スを拡 大する予定である。
平成19年7月に行ったアンケート調 査結果 によると「開架冊 数が
21 少ない,全面開 架を希望す る」と言 う意見が 多く不 評であった。 A
資 料 一1
■ 自己点検評価に係る改善表(平 成20年 度) v1.42009.01.16 S二完壁A=改善
B=ある程度改善
W二 未改善
自己評価な関する課題 自己点検評価から改善された事項 次年度以降改善する予定の事項 再評価
現在書庫についても学内者は自由に利用可能となっているが,更 これまで狭fのため分類順や誌名順などに連続性がない
22 に利用しやすくするべく整備を進める必要がある。 まま配置せざるを得なかったが,今回の増築改修によって A
利用しやすい配置とする予定である。
また図書館 員のサ ービスの対するアンケートでは,不 満の 回答 が 「何時 でも何処 でも何 人でも」をキャッチフレー ズ としたミニ
2%と特に大きな不満を与えてはいない。しかし満足度についても ミニ講習や出前講習会では,利用者の要望に応じた利用
28%であり,必ず しも高いわ けではない。今後 も地 道に一人 一人 講 習を行っている。




はさらに資料整備,学習環境整備の両面から検討して行きたい。 コンコーナー等 学習環境 の充 実を図っている。 く。
24 医学図書館 については,増築計画 のなかで検 討している。 B
また,医学 図書館でのアンケー トによると,図書館 を利 用する多く 学習環境の改善を目指して,座席数の増加を主目標にした
25 の学生は図書館を自主学習の場としての機能を求めており,図書 増 築を検討 している。 B
館の機能とは何か再考の必要があると考える。
3-20PACと遡及入力
しかし総合図書館では,貴重な資料にも関わらず研究・教育に資 今 年度 は仮 図書館 のため,OPACの整備 や,組織 化のた 和漢書等貴重書資料の入力を行う。
す ることができないまま未入 力となっている漢籍 ・和 装本 について め の準備を行った。
26 も,専門的な知識を必要とする作業ではあるが,全蔵書の入力を B
めざし継続的な入力作業が望まれる。
しか し,平成19年3月 の図書館 システム統 合 によって同 時検索が 簡易書誌を詳細な書誌事項に修正するとともに,重複書誌
可能 になったことは評価 できるが,両 図書館の データにおいて整 や所蔵なし書誌等の削除など,過去の目録データを精査す
合性がとれていないものが多く発見されている。利用者アンケート ることで,ノイズを減少 させ 検索効 率の 向上と,精緻な書誌
の中で,「書 籍の検 索が しにくい」との指摘 も,この ことが一 因と思 的情報の取得を可能とした。
27 われる。格 納されているデータの 中には,一部の書 誌事項 しか 入 A




また,利用者 アンケー トで「あなたはどのような手段 で本 学の 図書 日常的な目録の品質向上を図ることで,検索効率を向上さ
館 資料 を検索 していますか 」との質 問に対し,約30%の人がOPA せており,新入生に対する情報リテラシ教育における演習
28 Cを利 用しているとの 回答が あったが,更 に利用 者教育 を含 め,O はもちろん,ミニミニ講習 会によって個別の 利用者 に対 して A
PACの広報,充 実に努めなけれ ばならない。 もレベル に応 じた利用 指導を行っている。
3-3電子図書館
更に所蔵資料の電子化を推し進め,学内外に公開することで資料 山川登美子関係資料を含め,所蔵資料の継続的な電子化
29 の活用と地域への貢献を期待したい。 を進 めている。 A
3-4-1情報ポータルとしてのホームページ






ることから,保存スペースの問題 はあるとしても,継続的 に保 存し 統 的に保存 している。
31 ていくことが 望まれる。 また今年度は,明治初期からの教科書の寄贈を受け,保 A
存 ・利 用のための組 織化作 業を進 めている。
また,指導書に対する要望も多いが,限られた予算の中では県内 今年度,小・中学校新学習指導要領が発表されたため,平 指導書の充実について検討する。
32 で使用されている小・中学校の指導書に限定するなど,継続して 成21年度 に購 入すべ く努力する。 W
購入できるような努力も必要である。
今後とも実物展 示だけでなく,インターネットや紙 媒体をも活用 した 「目で見るパスファインダ」や「小さな展 示会」等をホーム リニューアル を検討 しているホームページのな
33 効果的な広報について努力することが期待される。 ページでも閲 覧できるようにしたほか,リニューアルを検討 かでも検 討する。 B
しているホーム ページのなか でも考えてゆきたい。
しか し,発行 回数 が年1回 という現状 ではタイム リな情 報とならな ホームページ上で新着 図書の検 索を可能 としているほか, リニューアル を検討 しているホームページのな
い可能性 も多い。予算 的な制約 もあるが簡 易なパ ンフレットや,W 魅 力あるホームページ作りを 目指 してリニューアルを検討 かでも検 討する。
34 ebを活用することで状況やトピック的な情報を周知することの検討 している。 B
が必要 であろう。
3-5地域との連携
しかし,地域との連携及び図書館の開放を推し進めるには,図書 平 成21年3月竣工予 定の新 総合 図書 館では,展示スペー
館の施設整備は必要不可欠で,学外者を含めた利用環境の整備 スやラウンジの設備によって地域への広報やアメニティの




が,10年前に書庫の狭隆化が指摘されていることや耐震強度の 総 合図書館 では,平成21年3月竣 工予定で施工 を進めてい
36 ことを考慮すると,総合図書館の施設整備は最優先で対応する必 る 。 S
要がある。
4-1-2書 架 ・書 庫
しかし,今後は更に部局からの返却図書の増加が見込まれるた 平成21年3月竣工予定の新総合図書館では,西側に集密
37 め,解決 は緊急の 課題である。 書架を設備した書庫の増設によって,今後10年間の増加 S
に対応が可能と考えている。
また,貴重資料及び郷土資料は,附属図書館の地域貢献事業の 新総合図書館1階には郷土資料室,2階には特殊資料室,
38 核となるものであり,保存施設としての貴重書庫の整備は極めて 3階には貴重書室を設けるべく施工を進めている。 S
重要である。





40 また,地域 共 同リポジトリについては,N11からの補 助金を獲 A
得 した。
4-2-1運 営 組 織
しかし,委員会の開催が多くなることや意思決定の遅れ等に留意 メー ルを活用した意見交換や状況説明を行い,意思疎通










また,平成19年3月の 図書館システム統 合の 中で,ネットワーク 契 約や 目録,サービス等 同系列業 務については,係組織を
の活用を含めた効率化,省力化による業務内容の再編成を検討 超えて相互に協力しながら業務を遂行している。
43するとともに,システム統合を活かせる事務組織自体の更なる変 また,総合図書館 改装記 念展 示やホームページのリニュー A
革によって組織の活性化を検討していることに期待したい。 アル等 について,係組織 を超えたプロジェクトを発 足させ
た。
4-3予算と経費
緊縮財政のなかで外部資金の導入や,図書館運営費への努力は 電 子ジャーナル やデータベースの 値上が りに対応す るため
評価できるが,更 なる努 力が望まれる。 間接経費からの配分を実現した。
44 また,地域 共 同リポジトリについては,N11からの補 助金を獲 A
得 した。
4-4自己点検評価体制
しか し,自己点検 のための全般 的なアンケー トだけでなく,主題 を 自己点検評価において設置した自己点検評価小委員会 21年度 に来館 者アンケートを検討 している。
限定したアンケートを含め,日常的に利用者の意向と動向を把握 を、図書館における継続的評価の委員会として存続させ
45 し,的確 な対 応を反 映することが求 められる。 て、図書館活動(各種委員会の活動を含む)に対する評価 B
を継 続的 に行うこととした。
資 料 一2
■ 自己点検評価に係る改善表(平 成21年 度)







自己評価な関する課題 自己点検評価から改善された事項(20年度) 21年度改善された事項 再評価
2-1-1資 料 の 収 集 ・整 備
総合図書館 の開架雑誌の見直しのために来館利用者にアンケートを行った 和雑誌について学生図書委員から毎年雑誌の購入要 0平 成z1年6月～7月まで文京地区において和 雑誌のアンケート調査
2
ことは利用者 の意 向を知る機会となり評価できる。雑誌 について【よ 今後も
教官 ・学生の要望を取 り入れた収集が望 まれる。
望が あがって くるこ とを考慮 し,H20年度は和雑誌3
秤 を購入 す ること とした.(同 系統の3誌と交代)





2-2-1電 子 ジャー ナ ル
今後は電子ジャー ナルの毎年 の値 上がりへの対応が迫 られており,電子 運営委員 会を 中心 に電子 ジャー ナルやデー タベー ス ○コレクション単位での継続的なアクセスコストを調査 記録し,メー ルに
9 ジャーナルの費用対効果(契約金額/ア クセス件数)を踏まえての見直し等 に係 る経 費状況 を説 明す ると ともに,平 成20年度 に て運営委員 に最新の情報を提供 することとした。
の検討が早 急に必要である。 ついて は値 上 りに刻応 す るた め間按経費 か らの配分
を実現 した。 ○電子ジャーナルの利用を拡大するため,全学を対象とした利用講習
2-2-2文 献 デ ータベ ース また,継 続 的 にアクセス コス トを記録 し,利 用度 を 会だけでなく,何時でも何人でもをスローガンとしたミニミニ講習 会でも,
10
しか し文献データベースにおいて【よ 学 術情報 基盤として安定的 ・継続的な
供給が必要 不可欠であるため 、今後経費をどう確 保していくか の検討が必要





11 とするためのアンケート実施 分析 し,利用統 計等も考 慮した上で,適切な する。(1月開催予定)
データベースの導入を図って行く必要がある。
利用者講習会 では,多くの参加者を得るため,あらゆる宣伝方法を駆使 して 掲示 ・メール配信 のほか,直 按 電話 による照会や カ ホームページ作りを目指したリニュー アルの中でも検討するとともに さらなる参
行っていくこと,教員の実践 的な事例報告を組み入れること,カリキュラムの ウンター での参加勧 誘な どの努 力を行 ってい るが, 加者を増加させるために努力する。
1コマとして授業との連携を図ること等の工夫が必 要である。 魅力 あるホームペー ジ作 りを 目指 した リニューアル 02009年6月にホームページをリニューアルし,分かりやすい広報ツー
の 中で も検 討 した い。 ル とした 。
12
また,デ ータベー スの利用講習 会では,実 践的な事
例発表 を細 み入れ好評 を得て いる。 ○留学生(10/16)や編入学 生(10/1)を対象 としたガイダンスや,授業と A(←B)
連 携した検 索実習(10/19)等に加え,何時でも何でも何人 でもをスロー
ガンとし,レベル と要望に合わせて柔軟 に対応するミニミニ講習会につ
いて,常に司書をカウンタに配置することで充実させている。
2-2-3機 関 リポジ トリ
また,学術雑誌論文の登録数を増 やしていくことはもちろん必要であるが,学 研究紀要(研 究報告)は 原則 として登録 してい る。 地域共同リポジトリへの登録を含め 学内刊行物の登録を推進する。
内からあまり外に出ることのない各学 部やセンター等で発行している研究 ・技 また過去 の分 につ いて も,許 諾を得な が ら遡 って順 02009年3月に県内大学,高専,県立図書館,県立文書館による福井
術報告書等を機 関リポジトリから学外に発信することも必要で,この事業の 次登録 してい る。 博士学位論 文は本人 か らの依頼 を 県地域共同リポジトリの発 足式を行 った。これによって,学術論文に限





3-1-1利 用 時 間
3-1-2貸 出
全国的 に学生の本離れ の現 象があるといわれて久 しいが,今後 はさらに資 総合 図書館 では,耐 震 改修整備 のなかで,ラ ウンジ 今後ブルーレイ方式のものの充実を図っていく。
料整備,学習環境整備 の両面から検 討して行きたい。 やパ ソコン コーナー 瞥学習環境 の充実 を図ってい ○マルチメディアコーナーでは,DVD等を配架するとともに,ブルー レイ
る 。 に対応 した再 生機を設備した。
医学 図書館 につ いては,増 築計 画のな かで検 討 して またノー トパ ソコンの貸し出しや,研修室でのパ ソコン利用環境の提供




また,医学図書館でのアンケー トによると,図書館を利用する多くの学生は 学習環境 の改善 を 目指 して,座 席 数の増加 をヰ・目標 0今 回の医学図書館増築 は,閲覧室を中心としたもので学生か らの要
図書館を自主学 習の場としての機能を求めており,図書館 の機 能とは何か に した増 築を検討 してい る. 望も取 り入れ余裕のある個席を主 に設備することとしている。
25 再考の必要 があると考える。 S(←B)
0また,パソコンの利用環境についても充実を図っている。
3-20PACと遡及 入 力
しか し総合図書館では,貴重な資料にも関わらず研究 ・教育に資することが 今年度 は仮 図書館 のため,OPACの 整備や,組 織 和漢書等貴重書資料の入力を行う。
できないまま未入 力となっている漢籍 ・和装本についても,専門的な知識を必 化のた めの準備 を行 った。 ○和漢書に係 る書誌入力について一部を外注するとともに,OB職員か
26要とする作業ではあるが,全蔵書の入力をめざし継続的な入力作業が望ま ら知識や経 験の継承を行いつつ,入力作業を開始している。 A(←B)
れ る。
3-3電子図書館
3-4-1情 報 ポ ータル としてのホ ーム ペー ジ
図書館ホームページは常に最新の情報を利用者に提供しなければならない 作業 プロジェ ク トを発 足 させ,魅 力 あるホームペー 06月に新しいホームページを公開し,トップページにトピックに係 る欄
が,その情報 量の多さか らタイムラグが出てしまいがちである。新しい情報に ジ作 りを 目指 して リニュー アル を検討 してい る。 を設け,見やすく利用 しやすいものとした。
は敏感 に反応し図書館 ホームページへ掲載につなげていくことが 必要であ
30 る。 0また,総合 図書館 では,各階に電子掲示板を設置 し,展示や お知 ら A(←B)
せ等を遅滞なく広報できるようになった。
医学 図書 館でも,カウンタに電子掲 示板 を設置し,同様の広報をでき
るようにしている。
3-4-2展 示 と刊 行 物
また,指導書に対する要望も多いが,限られた予算の 中では県内で使 用され 今年度,小 ・中学校新 学習指導 要領が発表 された た 08月に指導書の整備状況調査及び教科担当教員あてに指導書に関





32 学校【移行 措置対応】指導 書、さらに、県内中学校使用教科書 対応指 A(←W)
導書のうち不足分 、計31冊を購入 した。




今後とも実物展 示だけでなく,インターネットや紙媒体をも活用した効果的な 「目で 見るパ スファイ ンダ」や 「小 さな展示 会」等 リニューアルを検討 しているホームページのなかでも検 討する。
広報について努力することが期待され る。 をホー ムペ ー ジで も閲覧で きるよ うに したほか,リ 06月にホームページのリニューアルを行った。
ニ ュー アル を検討 してい るホー ムペー ジのなかで も
33 考 えて ゆきたい。 ○図書館主催の企画展示を中心 に,Web上から閲覧できるWeb版展 A(←B)
示ページを作成した。
しか し,発行回数が年1回という現状ではタイムリな情報 とならない可能性 も ホー ムベ ージ トで祈着 図書 の検 索を可能 としてい る リニューアルを検討 しているホームページのなかでも検 討する。
多い。予算的な制約もあるが簡易なパンフレットや,Webを活用することで状 ほか,魅 力あ るホー ムベー ジ作 りを 目指 して リ
況やトピック的な情報を周知することの検 討が必要であろう。 ニ ュー アル を検討 してい る。 ○新しいホームページでは,トップページにトピックに係る欄を設 け,見
やすく利用しやすいものとした。
○また,総合 図書館 では,各階に電子掲示板を設置し,展示や お知 ら
34 せ等を遅滞なく広報 できるようになった。 A(←B)
医学 図書館 でも,カウンタに電子掲示板 を設置 し,同様の広報をでき
るようにしている。




4-1-2書 架 ・書 庫
4-2-1運 営 組 織
しか し,委員会の開催が 多くなることや意思決定の遅れ 等に留意する必要が メール を店用 した意 見交換や状 況説明 を行 い,意 思 0図 書館における行事 や状況にか かる情報を,メー ルで適宜送付し
41 あ る。 疎通や省 力化の工 夫を行 って いる。
また,総 合図書館や 医学図書館 の改修,増 築計画 に
た。
42
その意 味で,両キャンパスの委員が参加する運営 委員会におけるTV会議 の
活用は有効 と思われ,メー ルによる協議を含め今後も効率的な運営へ の努
力が必要である。
かか る全 学的 ワー キン グに運営 委員の参画 に よって




4-2-2事 務 組 織
4-3予算と経費
4-4自己点検評価体制
しか し,自己点検のための全般的なアンケートだけでなく,主題を限定したア 自己点検評価において設置した自己点検評価小委員 21年度に来館 者アンケー トを検討 している。
ンケートを含め,日常的に利用者の意 向と動向を把握し,的確な対応を反映 会 を、 図 占館 にお ける継続的評価 の委員会 として存 ○総合図書館では,6月に来館者アンケートを実施 した。また,医学図
することが求められる。 続 させ て、図 占館活動(各 種委 員会の活動 を含む) 書館 でも増築改修後に同様のアンケートを計画している。
に刻す る評 価 を継続 的に行 うこ ととした。
○総合図書館ではカウンタに常 時司書 を配置し,日常的な利用者との







質問1あ なたの骸当する番号をOで 囲んで ください。
質問1 H19年 H22年
f.勲膏地城「嘗学部 491 254
2.L学 蔀 spa suss
呂.勤ff学研穽科 15 3
4.1一学 研 穽 科 144 zs






了 ・鉾路局 1 ¢7























質問2あ なたの該当する番号をOで 囲んで ください。
質問2 H19年 H22年
1.r"f 1393 13D2
.,. nN牛 150 34
a.粒 口 sa xs
4.技ilf、医 燈 、 技
f潤晶'li
7 3
s 曜群篇棲h 5 50
r 医昌 ・r鷹笥研修 n 0
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7.月2回 膵席 lbA 18フ
3.∫li壊{li醒度 339 zio






























質問5あ なたはどんな目的で図書館を利用 しますか?(複 数回答可)
質問5 H19年 H22年
1.図 書 の利 用 8G1 70ア




4,雑 誌 の パ ックナ ンパ ー の利 用 99 15
5.新 闘 の利 用 ilg 135
G,デ ー タベ ー スの 利 用 37 23
7,雷 子 ジ ャー ナ ル の利 用 78 31
8,イ ン ター ネ ッ トの 利 用 27FE 280
9,館内文献複写 109 2s
lO,OPAC(オン ライ ン蔵 書 目録)の 利 用 7i 24
ll文 献複写依頼、相互貸借依頼 94 33
12,視聴覚資料の利用 14 25
13,自宅学 習 ・グル ー プ学 習 の た め に利 用 7G1 816
14,休憩 の た め 193 237












































































質問6あ なたは、図書館の開館 日 ・開館時間についてどう思いますか?
質問6 H19年 H22年
1.現状で良い 1373 iD63










































































































































































































































































































1.現状 で良い 1530 」337

















































































質問9あ なたは図書 ・雑誌の資料 以外に何 を利用 していますか?(複 数回答可)
質問8 H19年 H22年
1,電子 ジャーナ ル 189 75
2,デ ー タ ベ 一ース ion 51
3,ガ イ ダ ンス 12 14
4,ホ ー ム ペ ー ジ 284 224
5,イ ン タ ー ネ ッ ト 762 596
6,レ フ ァ レ ン ス 15 8
7.郷土資料室 60 33
8,AVコ ー ナ ー 62
9,グ ル ー プ学習 室 65 268




































4.f一ムページFI噛 一 一 ■'一 圏224
ヨ インタ　ネット
,.鍵麗 ス 猛33{8.^vコーナー F62




























質問10あ なたは、園書館の施設(建 物 ・照 明等}に つ いて どう思 いますか?
該当す る敷字 を括弧に ご記入 くだ さい。
建物 H19年 H22年
1.満 足 359 947
2、 ふ つ う 946 33fi




1.満 足 387 813
z.ふ つ う 981 439












1,満 足 391 sz5
2.ふ つ う 880 471




1.商 足 2Q4 947
2,ふ つ う 7fi9 325























1.満 足 386 soo
2.ふ つ う 933 555













資料の 配置 ・配 列 H19年 H22年
1.満 足 347 577
鞠
2.ふ つ つ 1U54 B13




1、 満 足 373 544
2.ふ つ う 1030 602




1.病 足 26呂 410
2.ふ つ う $fib 532












1.満 足 363 556
2.ふ つ う 1448 sza




1.齎 足 58 53
2.ふ つ う 125 32










































質問11図 書館員のサー ビスについては、満足 していますか?
質問11 H19年 H22年
1満 足 X56 564








































1.図 書 114s 1034
2.数 値デー タブ ック ・統計書 Asa 347
3,書 誌 ・索 引 ・目録 類 228 172
4,雑誌(電 子 ジャーナル含む} 326 zao
5.プ レプ リン ト ・予稿 集 59 36
G.法 令 ・判 例 66 57
7.デ ー タ ベ ー ス 142 X25






































質問14デ ー タベースを利用 したことがありますか?
質問i4 H19年 H22年
Lあ る X22 147






あなたはどのデータベースを利用していますか?該 当す る数字を括弧にご記入 ください。
SwetsWise H19年 H22年
















1.週2-3回 程 度 24 6
2.月数回程度 32 7
3.年数回程度 21 6
a」士YA」 、r素II帽1正it、 17[] yw
倥 白) 1393 1332











































































































































































1.ほ ぼ毎 日 18
2.週2～3回 程度 58 20
3.月 数 回 程 度 88 44
4.年 数 回 程 度 36 3fi




















質問f7本学で購読 している電子ジャーナルの うち,常 に最新号 を見 る必要がある










































土 日祝 日が16時閉館 はありえない0松岡キャンパスは無人開館 、24時間利用できるのに文京はできな
いのは何故か教えてほしい。









































いつもご苦労様です。ご参 考までに,イリノイに留学 中によくそこの図書館 を利用しました。図書や文献
を調べるというよりも、そこで過ごす(仕事する)のが主 目的でした。明るく環境もよく学生にとっても極め






























質問1あ なたの詰当す る番号をOで 囲んで ください。
質[Pl1 H19年 H22年





4,事 務 局 3$5 巳
5,学 外 者 ld3 i
空白 n 4















質 問2あ なたの鹸 当する番号 壱Oで 囲んでください。
質問2 H19年 rrzz年
1.学生〔 年) 323 詮ア臼
z.院生く 年) 侶 10
3.教員 104 ias
4.技術 、医療、技能晦員 3&3 325
5,事務職 置 105 8




























■ 麗 到 塙
■ 曇 貞
■ .腫断.医 療.旺 能 鳳
員
■ 畢 覇 躍 畳
















質問3.あ なたは.国 書館をどれ くらい利用して いますか。
質問3 H19年 H22年
1.ほ ぼ 毎II 50
0.ll'`2、3回継度 155 tO9
s.月 濫 回Fi瞳 267 i76
4.`1こ盈 回Fl鴨: 179 f58
5一ほとん ど刹 用L1eい 345 248





















2.毎 醐 ・麻 唐 1船 176
3,ほvん 罫II用 し た ニ
レ瀞"L・
lay 337



























質問5あ なたはどんな目的で図書館を利用 しますか?(複 数回答可)
質問5 H19年 H22年
1.図書 の 利 用 ・152 368




4,雑 誌 の バ ックナ ンバ ー の 利 用 150 141
5.新 聞 の 利 用 73 29
6,デ ー タ ベ 一ース の 利 用 32 40
7,電 子 ジ ャーナ ルの 利 用 96 92
8,イ ン ター ネ ッ トの 利 用 114 70
9,館内文献複写 153 116
10,0PAC(オ ン ライ ン蔵 書 目録)の 利 用 32 25
11,文献 複 写 依 頼 、 相 互 昏 借 依頼 17i 128
12.視聴覚資料の利用 15 10
13,自主 学 習 ・グ ル ー プ学 習 の ため に 利 用 312 280
14,休融 の た め 35 26






a 50 100 isv .. zso 三〇〇 350 4DO
資 料 一29
質問6あ なたは、図書館の開館 日r開 館時間についてどう思いますか?
質問6 H19年 H22年
1,現状 で良い 877 717




























1.現状 で良い 776 659































































2,学 術 情報 ポー タル 92 122
3.直接書架を探す 448 318
4.図 書 館員 に聞 く 165 1f7
5,そ の 他 24 て3












質問9あ なたは図書 ・雑誌の資料以外に何を利用 していますか?(複 数回答可)
質問9 H19年 H22年
1,電子 ジャー ナル XO7 188
2,デ ー タ ベ ー ス 88 B8
3,ガ イ ダ ン ス 1 1
4,ホ ー ム ベ ー ジ 159 isz
5.イ ン タ ー ネ ッ ト 355 257
6.レ フ ァ レ ン ス 3 5
7.福井県医学資料室 14
8.視聴 覚室 7 21
9.グループ学習室 $2 55
10,文献複写 ・現物貸借 177 145
11,そ の 他 40 zs



















質問10 あなたは、図書館の施設(建 物 ・照明等}に ついてどう思いますか?
該当する数字を括弧にご記入 ください。
建物 H19年 H22年
1.満 足 212 4f5
2.ふ つ う 531 257

















1.満 足 cos 321
2.ふ つ う 564 326




1,満 足 188 27B
2.ふ つ う 541 354


















ト ノ「1ノ H1"‡ヒ Hソフ止
1.満 足 149 369
、-
2.あ ・つ つ 5fl4 275





























1.満 足 162 2日B
2.ふ つ う 5T6 338





1.満 足 143 249
zふ つう 595 .,










1.満 足 148 244
zふ つ う 556 380
3.不 満 74 26
{空白) 174 100






1,満 足 121 195
2,ふ つ う 475 366















1,満 足 151 255
2.ふ つ う 580 376
3.不 満 56 23
(空白) ifi1 96











1.満 足 148 252
2.ふ つ う 5フ5 377








1.満 足 32 40
2.ふ つ う 85 56


















質問11図 書館 員のサー ビスについては、満足 していますか?
質問11 H19年 H22年
1.満 足 X44 2フ8
























2.数 値デー タブ ック ・統 計書 99 111
3,書 誌 ・索 引 ・目録 類 X47 14fi
4.雑 誌(電 子 ジャーナル 含む) 37D 317
5,プ レプ リン ト ・予稿集 10 8
6.法 令 ・判 例 24 18
7.デ ー タ ベ ー ス 70 72
















L充 分に揃っている 53 19
2,だい たい揃 っている 514 459





質問13あ なたが必要 とす る資料 は図書館に揃 っていますか?









































看 隻系の雑誌,書籍が全く揃っていない。せっかく24h開館 していても結局 県大の図書館 にい

































雑 誌 をもう少 し揃 えて欲 しい 。Neur。1。gy,JNNPなど
取 り寄せることが 多い。






























質問14デ ータベースを利用 したことがあ りますか?
質問14 H19年 H22年
1.あ る 269 243
















































































t.週2～3回程 度 1 1
2.月数 回程度 3 2
3.年数 回程 度 12 7
4.ほとんど利用 しない 75 126





















1.週Z～3回程 度 7 3
2.月数回程度 18 zo
3.年数回租度 zs i5
































暉 ■ 月 含～3回
篭 度



























































































































質問16電 子ジャーナルを利用 したことがあ りますか?
質問16 H19年 H22年
1.ほ ぼ 毎 日 44
2,週2～3回 程 度 92 63
3,月数回程度 7Q 4f
4,年数回程度 B6 64













































利用している人はあまりいないと思います。Keyワードを入れ 、自分達 の領域 の





質問18図 書館に対す るご意見 ・ご要望があ りま した らご自由にお書き ください。
【施設 ・設備に関する要 望】
机 、イスを.看護科と医学科を分けて欲 しい。医学科がいると集中できない。


















Med.PediatrOncol.Pediatr.Blv。dCancerみれ る ように お 願 い します 。
。niineで最低1年 見れないのは不便 。重要な情報 がsupll.に載っている事も多いのでOnlh購
読できないのは不都合です。
Pediatrios入れ てくだ さい(電 子 ヅヤー ナルで)
ThejournalofbivlvgicaEchemistry,ProceedingsoftheNationalAcademyofSciencesof










質問18図 書館 に対す るご意見 ・ご要望があ りま した らご自由にお書き くだ さい。
【施設 ・設備に関する要 望】



















Med,PediatrOnc。1,Pediatr.BI。。dCancerみれ るように お 願 い します 。
。alineで最 低1年 見 れ ない の は 不便 。重 要 な情 報 がsupll.に載 っている事 も多いの でOnlin購
読 できな いの は 不都 合 です 。
Pediatrics入れ てください(電 子 ヅヤー ナルで)
Thejournalofbiologicalchemistry,ProceedingsoftheNationalAcademyofSciencesof













電子ヅヤー ナルの拡充。文献複写をPDF化してメー ルで送ってくれ るとありがたい。













自動貸出機でバーコー ドが反応 しない書籍が 多く、館員がいない時間に借りられないことが
多くあるので、チェックして直してほ しい。特 に厚くて大きい本がひっかかる。
登録を行わなくても職 員カードで利用できるようにして欲 しい。登録 がすごく面倒。それかネッ




【その他 の要望 ・意 見】
マナー の悪 い利用者 は6年生といえども追放 してください。
職 員がカード(名札)を持ち歩くことはほとんどないので、別 の入 り方で入れるようになると使
いやすい
よくやっていると思う。このまま続 けてください。
ロビーやラウンジの声が閲覧室 に聞こえないようにして欲 しい。視聴覚 の声 が漏れないように
して欲しい。















































質問7設 備等 について,よか った,これ から利 用 したいものにOを つけてください。
















































































































































2,院生 ・研 究 生 8
3.教員 7



















1.非常 に満 足 136
2.満足 157




























































8.検索 コー ナ ー 30
9.2F休憩 コーナ ー 104
10.トイ レ て90
11.閲覧 室 の 照 明 31






































































































































































新潮文庫 の新 書も置いて欲 しい。







飲食コー ナー を設けて欲 しい
書籍に関 しては医学書店と相談 しつつ数年かけて充実をはかるべきと思う。取り敢えず書店よりショポイ
書籍を何 とかして欲 しい。診 断学とか古いので画像系を。医学は古 いものは使い物にならないことを考
えるべきと思う。理学、工学etcとは違う。
ガラス張 りにしてしまったのは、外からの 目線を防げずあまり良くなく感じた。




毎 回名前等か書かないと入れないので学 外用カー ドを作って欲しい
プリンターの設置を希望 。
一 階の新しくできた奥の方では深夜勉強中に電気の明るさが 自動で変化するのをやめてほしい。
照 明が 時間がたつと暗くなるのを直してほしいです 。
学 外より仕事 の業務等 に利用させていただいていますO開放 的で誰でも利用できるふんいきもよいと
思 います。
席 が多くなって大変満足なのですが 、2.3年生の何人か が閲 覧室 内で話をすることが多く、勉強の
ジャマになるのでどうにかしてほしい。その一 つの解決策として、医学科6年と看護科4年専用の閲覧席
スペースを作るべきだと思いますi!や は り、国試勉強を快適 にできる環境づくりをするのが1番大学
にとっても良いことだと思 います。検討の程よろしくお願 いします。
トイレに手を乾かすやつが欲 しいです。








































オンラインでみれ るヅヤー ナルを増 やして欲しい
照明をセンサーで暗くするのは。仔にして欲しい。いつの間にか暗くなっている。
空調設備が新館と旧館でバラバラなの が残念D全体 に明るくなったのがとても良い。














縄合図書館(旧福大) z 2 z z z 2 z 2
医学図書館(旧福医大)
1
1 f 1 1 i 1 1 1
合計(福井大学)
1
3 3 3 3 3 3 3 3
キャンパスの数
II平14{2002}1平152003]1平16(2004)1"17(2065>1平18(zoos)1平19(2007)1平20(zaaa71平Z1(2009)
紹合図書館(旧福大) 1 1 1 1 1 1 1 1
医学図書館(旧福医大)
1
1 1 1 1 T 1 1 1
合計{福井大学)
■























































































利用対象者数 4,705 41681 4,792 4,724 4,fi1ア 4,893 4,7D7 4,758
総台図書館 うち学生数 4,178 x,155 4,211 4,158 4,473 4,439 4,053 41096
(旧福大) うち教員数 365 365 374 362 35fi 357 370 358
その他 164 161 207 206 188 297 284 304
利用対象者数 1,874 igaa 1,899 11MVL .. 1.7$2 1,819 11986
医学図書館 うち学生数 993 1,018 1,Q80 1,064 11048 1ρ20 1,0D3 986
(1日福医大) うち教員数 2so 274 263 264 255 261 zsz 269
その他 BO1 6a8 556 5s4 583 5D1 554 731
利用対象者数
1
6,579 6,581 6,691 6,616 6,503 6,475 61526 6,744
合計 うち学生数 5,159 5,173 5,291 5,220 5,121 5.59 5,056 5,082
(福井大学) うち教員数 645 639 637 s2s 611 G18 632 627
その他 765 769 763 刀o 771 ass 838 1,U35
図書館規模
II平14(2002)1平15(2003)1平16(2004)1平17(2005}1平1s[zoos)1平19(2ppフ)1平zo(Zoos}1平21(2009)






























図書館職員数 24.6 i8.6 18.6 18.6 17.7 17.7 1$.1 15.7
蔵書冊数 1161043111,388114,6fi7120232120,956 123,842 12B,5fiD119,822




















図書館職員数 8 7 z 7 7 7 7 s
蔵書冊数 580,689557,140569,029584,77D594,193 sos,09z 605,D97 6061285
























2-1.蔵 書 数 ・収 集 活 動(冊)(小数点第2位まで)
II平14(20x2)1平15(2003)「平16{2004)1平17(2005)1平18(2006)1平19(2007)1平20(2008)1平21(2009)





















利用者当たり 98.フ5 95.23 .,. .., 102.50 103.19 101.86 102.24
冊数等
■






















利用者当たり 1.69 1.63 1.80 2.16 :・ 2.35 z.aa 1.45
冊数等
■



















利用者当たり a.za 0.19 a.18 Q,15 4.15 Q.14 4.13 0.13



















利用者当たり 61.92 58.fi3 60.38 63.55 64.13 69.5 69.58 80.33
冊数等
■





















利用者当たり 1.66 1.95 1.78 2.30 2.15 1.64 1.49 1.is
冊数等
■



















利用者当たり 0.31 0.33 0.34 a.21 a.2z 021 d.19 0.17
冊数等
1



















利用者当たり ::. 84.B6 85.04 ... 91.37 93.91 9.12 89.90
冊数等
■























利用者当たり 1.68 1.72 1.19 220 f.97 2.15 {.86 1.31
冊数等
■



































蔵書冊数 図書館配置 264,654304,043327,795343,203 3fiO,922357,546357,775
研究室等配置 661968 681179 80,329 i10,342 112,261113,1$d1Q7,116
図書館配置の割合 79.81% 81.689480.32飴 75.67 フ6.28% ア5.96% 76.96%
冊数等
■























図書館配置の割合 62.21帖 63.09 72.519672.849478.33腸 67.79覧 59.05% 59.22
冊数等
■







































図魯館配置の割合 79.83覧 79.83 79.519679.23% 80.4隅 80.zap 80.93鴨 78.18%
冊数等
■





















図書館配置の割合 67.99髄 68.25飴 66.60胎 fi7.4fi%69.8フ% 60.88% 61.00腸 58.9496
冊数等
■
Aso fi3B 650 4D1 410 368 348 342
受入雑誌数 図書館配置 29ア 321 3T2 P21 184 135 131 130
(購読雑誌数) 研究室等配置 X93 315 338 180 246 233 217 212




spa。入 力冊 数 417,502443,01D ,.... 528,356574,501 597,025597,285584,アT3
蔵書冊数 図書館配置 353,579395,214423,052440,467 4601340459,985451,447
研究室等配置 89,43i 9f,675 1D5,3U4134,D34 S38,685137,321133,2fifi
図書館配置の割台 79.81% 81.17° 80.07% 7B.67飴 77.11覧 71.0196刀.21%
冊数等
■




















図書館配置の割台 63.84覧 64.78% 70.85鴨 71.23% 75.65瑞 66.359659.499659.15%
冊数等
■























蔵書[HRl 4641616445,752454,382464,538473,23フ 484,2504フa53フ 4861463
OPAC登録数 3x1,459331,6223ア5,724 4Q8,124453,545473.1$347x,726454,891















































































































総台図書館(旧福大) 5 5 5 5 5 5 5 5
医学図書館(旧福医大)
1
0 0 0 0 a 0 a 0
合計(福井大学}
1















図書館職員数 20.6 :. 18.B :. 1ア.7 17.7 18.1 16.5
総合図書館 図書館職員当たり学生数 XO2.72 223.39 22B.4 223.44 230.11228.19 223.92 245.fi4
(旧福大) 図書館職員当たり教員数 17.ア2 19.62 20.11
一
19.as 2.11 2fl.17 20.44一 22.42
a書館職員当たり利用対象者数 228.4 251.61 25ア.63 253.98 260.85265.14 260.06 285.27
図書館職員数 8 7 7 7 7 7 ア B
医学図書館 図書館職員当たり学生数 124.13 145.43 154.29 i52.00 149.71145.71 143.29 1fi4.33
(旧福医大) 図書館職員当たり教員数 35.0 39.14 37.5フ 37.ア1 36.3 37.29 37.43 44.83
到書館職員当たり利用対象者数 234.25 271.43 271.29 270.29 259.43254.57 259.86 331.OD
図書館職員数
1
:. 25.6 25.6 25.6 24.フ 24.7 25.1 22.5
合計 図書館職員当たり学生数
一
180.T3 2p2.07 206.68 2Q3.91 207.33204.82 201.43 224.71
{福井大学) 図書館職員当たり教員数 22.55 24.96 .. 24.45 24.74 z5.oz 25.58 28.09
翼書館職員当たり利用対象者数 z3a.a3 257.47 2fi1.37X58.44 2ss.zs262.15 260.Ofl290.x4
統 計 一4














































































































































職且数 配置の割剖職員数 配置の劃昔1職員数 配置の割剖職員融 配置の劃剖職員凱 配置の割合1職員数 配置の割昔1職員数 配置の割告1職員致 配1の割合











一 一 一 一.一..
7.339.2酷
.一.
4.ア26.ss 4.フ26.眺 5.323.3粘 3.2・17.隅
サービス系 6.330.6覧 5.529、6覧 5.579.6` 5.529.6舳 7.z4U.7粘 7,240.7% 6.033-1笛 4、323.肺一.一.
システム系 1.Q4.9`k 1.05.4帖 1.05、4覧 1、05.4粘 1.056先 LO5.暇 1.D5.5°ti 1.05.5粘
管理職 1.012.5粘 1.014.3帖 1.Ot4.3畦 1.014.3弘 1.014.3胎 量.014.3覧 1.Of4.3帖 O.OQ.0%
総務系 1.012.5胎 1.014、3覧 1.Q14.3% 1.014.3粘 1.014.3粘 1.014.跳 1.014、sx 1.014.3覧
医学図書館
(旧福医大〕
畳入目録系 3.037.5°% z.02B.邸 z.a2a.6監
一
2.02s.6覧 2.oza.6覧 2.a266鴨 z.029.6監 z、02巳6鴇
サービス系 3.037.5粘 3.042、9暗 3.Q42、9舳 3.a42.3 3.042.9粘 3.042.9鴇 3,042.9% 3.042、9帖
システム系 O.OO、0粘 o.oo.o鮨 fl.Ofl.a%
一
〇.oo.o粘 0.OO.0㌔ o.ao.o鴉 0.OO.0粘 0.OO.O帖
膏理職 13 .01　 .5粘 3.011、 隅 s.a11.ハ 3.011.フ監 3.012.1覧 s.a12.1b 3.012.o粘 z.08、9笛
総務系 5.丁19.9粘 3.814.8脂 3.8}4.8% 3、日14.脳 3.815.4覧 3.8i5.4監 4.819.1鮎 5.022.2幅
合計
{福井大学)
畳入目録系 9,533.2 9.336.3ti9,338.3% 9.338.3粘 6.72丁.1粘 fi.727.鵬 7.329.1粘 5.zza-1兇
サービス系 9.533.2粘 8.533.2° 8.533、2毘 8,533.2 1p.241.3 10,241.3 9、035.9粘 6227、6鴫
システム系 1.03.5覧 1.03.眺 1.03.9究 1.03.脇 踊.04.O監 1.04.O幅 1.04.O粘 1.04.4%
備考
紀合図書館 図書館職員数 20.6 1a6 18.6 :, 37.7 17.7 16.3 16.5
〔旧福井大 うち常勤 12 is 1p 10 1D 9 9 s
学) うち非常勤 8.6 8.fi 8.fi 8.8 7.7 7.フ 7.3 8.1
医学図書館 図書館職員数 8 7 丁 7 7 7 7 6
〔旧福井医 うち常勤 7 6 s s 6 5 5 3
科大学, うち非常勤 1 1 1 1 1 z z 3














































紹台図書館 利用対象者当たり 0.90 a.si 0.89 o.go o.sz U.91 1.as 1.O日
(旧福大) 総座席数
■




















利用封象者当たり o.O岳 o.O呂 0.07 0.07 O.U7 o.oフ o.as o.o巳



















医学図嘗館 利用対象者当たり 0.92 o.si 0.91 o.sz 0.92 o.97 0.95 1.25
く旧福医大) 総座席数
■



















利用対象者当たり 0.U8 iis 0.09 o.〉〉 o.ii o」2 0.11 U.i4
総面積く㎡〕
1



















台計 利用封象者当たり O.91 0.31 0.89 o.go o.s2 x.92 i.fl3 1.15



















利用封象者当たり o.os iis α08 o.08 o.d8 　 is o.09 0.11
統計 一5
































































































































































































































































62 62 sz s2 s2 fit fit s2
統 計 一6
4. サービス
4-1,図 書 館 ア クセス
利用対象者の平均来館数(人)
II平14(2DO2)1平]5(2063)1平i6(2004)1平17(20001平18(2006}1平19(70771平2U(2008)1平2](2009
延べ入館数 130,697138,652139,613133,971119,892 113,922 ., 99321
学生 利用対象者敬 4,1T6 4,155 4,211 4.15$ 41073 4.39 4,Q53 4,096

































133,01314D,379140,986135,18912f,i92 115.37 47,$23 108,255
利用対象者利用対練者数 4.75 .: 4,764 41697 4,617 4,693 4,707 A,764
平均来館回数 fl 23.99 29.59 2878 26.25 24.58 10.1fi 22.72
延べ入館数 1091481129,557125ρ10 125,0D5119,27fl11x,$73116,647 81.38
学生 利用対象者鼓 993 i,01s 1ρ80 1,064 11048 1,020 1,QO2 98fi


































120.92 14,519 133,フ41 132,248125,3fl7117,213122,129 87,i49
利用対象者利用対象者数 1,87A 1,90D ...
一.
11892 ::. 1,782 1.日18 1,986




学生 利用対象者数 5,169 5,1フ3 5,291 5,220 5,121 5,059 5,059 5A59
































253,915 2日0,898 274,7272fi7,437247,499 232,583169,952195,404
利用対象者利用対象者数 6,579 6,581凸 6,663 s.589 6,503 6.X75 6,525 6.Aso
平均来館回数 38.59 42.68 41.23 40.59 38.06 35.92 26.05 28.95
4-1-z.学学外者へのサービス実績と全体のサービスに占める割合
1[平i4{2402)1平15(2003)1平18(200A)「平17(2005)1平18(20fl6)1平i9(200フ)1平20(2008)1平21(Zoos)
全休件数 1aa.7sa140,748141,771135,883121.日33 116,198 47,$23 113,752
入館者数 学卦者件数 767 3fi9 785 694 fi41 $28 281 5,491
縮合図書館 サービス割合 o.01 0.00 0.01 0.01 OA1 0.01 a.01 x.05
(旧福大〉 全体件敵
1
23,817 23,480 29,578 32,835 48,915 281000 17,$30 2],58a
館外貸出 学外者件数 358 259 497 A51 413 592 lfl3 609
サービス割合 0.01 0.01 OAS O.01 Q.01 0.02 α01 O.d3
全体件数 121,997141,059134,014133,x38127,055 117,213123.15fi87,149
入館者数 学外者件数 1,fl95 GO3 295 568 5B4 832 1,027 635
医学図書館 利用対象者当 o.at 111 0.00 O.00 o.o〔} 0.01 D.a1 O.fl1
{旧福医大) 全抹件数
■
12,8Z$ 14,175 14,548 15.53 i3.75D 1fi,fi1416,739 9,117
館外貸出 学外者件数 一 一 11 51 144 251 323 2aa
サービス割合 一 一 0.00 111 o.01 0.02 o.02 0.az
全体件数
1
255,フ77 28t,8072フ5,785 268,921 ,... 233,411170,979200,901
入館者数 学外者件数 1,862 972 11080 1,262 1,205 1,BfiD 1,308 6」32
合計 サービス割合 o.01 111 Ili 0.00 a.oa o.01 o.01 0.03
1福井大学) 全体件数
■
3E,705 37,655 44,12fi48,385 62,665 44,fi1434,569 30,fi97
館外貸出 学外者件数 　 一 508 502 55ア 849 a2s 811





聡合図書館(旧福大) 1 1 1 1 1 1 1 11
医学図書館(旧福医大)
」
1 1 1 1 1 1 1 11
合計(福井大学)
1




給冊数(冊) zzQzs 211992 2ア1692 30,450 44,99624.34$15,97818,191
学生 利用対象者鼓(人) 4,1フ6 4,155 4,211 4,15fi 4,0ア3 4,039 4,453 41096
平均貸出冊数(冊) 5.37 5.29 6.58 7.33 11.x5 s.oa 3.94 4.4q
維冊数柵}
■
1,449 ,.. .. 2,385 2,fi403,060 i,fifi3217BO
縄合図書館
(旧福大) 教職員 利用対象者数(人) 529 526 581 568 544 654 654 sss一
平均貸出冊数{冊) 2.14 2.83 3.25 4.20 .・ 4.68 2.54 4.16
総冊数(冊)
■
23,877 za.asa 29,578 32,835 48,915 111 1ア1830 20,971
利用対象者 利用対象者数(人) 4.75 4,681 4,792 4,724 4,617 4,693
一
6,526 4,764
平均貸出冊数(冊) 5.0フ 5.02 6.17 6.95 10.59 5.97 2.73 ..F




学生 利用対象者数(人) 993 1,018 1,081 1.fl63 1,048 i,ono 11002 986
平均貸出冊数(冊) 11.41 .;. 12.61 14.25 12.87 13.55 13.35 7.57
縄冊数(冊)
■
2,544 2,813 P,3T9 2,842 2252 21532 3,038 11452
医学図書館
(旧福医大) 教職員 利用対象者数(人) 881 :: 819 828 838 762 816 1,0DO
平均貸出冊数1冊) :' 3.19 2.83 3.43 2.69 3.32 3.ア2 1.45
総冊数(冊)
■
f3,873 17,925 15,948 17,995 15,74416,61416,416 9,117
利用対象者 利用対象者数(人) 1,874 1,900 1,899 1,892 .. 1,782 .. 1,986
平均貸出冊数(冊) 7.40 9.43 8.40 9.51 8.35 9.32 9.U3 4.59
紐冊数(冊)
1
33,757 37,104 41,321 45,603 58,48438,17329,35625,854
学生 利用対象者数(人) 5,iss 5.X73 5,292 5,219 5,121 5.59
「
5,055 5,482
平均貸出冊数(冊) 6.53 7.17 7.81 8フ4 11.42 7.55 5.81 5.05
繊冊数(冊) 3,993 4,301 4,205 5227 4,892 5,592 4.71 4.32
合計
(福井大学) 教職員 利用対象者数(人) 1,410
'1: 1,400 1,396 1,382 1,416 1,470 11668
平均貸出冊数(冊) 2.83 3.45 3.aa 3.74 3.54 3.95 3.20 2.54
総冊数(冊}
■
37,750 41,4Q5 45,526 5fl,83064,65544,fi1434,24630ρ88
利用対象者 利用対象者数(人) s.519 6,581 6,691 6,fi1B 6,503 6,475 ・.. 6,75Q

































































































貸出 91 P1 gas
借受 60 110 556
合計 151 i31 765
医学図書館
(旧福医大)
貸出 33 3S 54
借受 31 14$ 152
合計 64 187 gas
合計
(福井大学)
貸出 124 6fl Zfi3
借受 91 258 gas




R付数(件) 229 zoo 225 253 2了0 324 48 zos
現物貸借 依頼数(件) 284 239 256 246 2ifi 324 380 55fi
総合図書
館(旧福 依頼数/受付数





1,544 1,2fi1 1.17$ 902 1,175 1,174 Aso fi21
文献複写 怯頼数(件) 2β30 1,602 1,514 1,195 :ii 1,592 2」82 1,373
依頼数/畳付敷 1.83 1.27 1.29 1.99 1.53
一 一一
1.36 7.52 2.sa
受付数(件} 43 42 25 25 ss 76 丁4 s2
現翔貸借 依輯数(件) 22 33 32 フ0 38 69 34 29
医学図書
館(旧福医 佐頼数/受付拙 0.51 0.79 1.28 2.80
1.os 0.91 o.4fi a.47
大) R付数(件)
■
3,435 2,728 2,748 2,205 1,748 1,353 1,265 889
文献複写 怯頼数(件) 5,552 5,783 5,185 A,95i 3,979 2,966 zzsn一 2,Q81
依頼数/受付数 1.fi2 2.12 :: 2.25 228 2.19 1.79 2.34
受付数(件)
1
272 243 250 27$ 306 4UU 122 271
現物貸借 依頼頚(件) 30fi 272 2日日 316 254 393 414 5$5























依頼盈/受付数 1.68 1.85 1.7a
一.






























































































































5-1-2.「図書館資料 」費 に占める図書購入茸.雑 誌購 入費、電子資料 費,その他の資料費の割合(全学X千円}
lI平14〔2002)平15(200a)平16(2444]平17(2005}1平18(2Q46)1平盲9(2007〕1平zo(2008)1平zi(2069}
























































































































































】1平1、、。。、、灘 鵠 ・欝 鑑 碧 ・1平1,、,。。,,1平18(,。。,)1平19、。。,,1平,。,,。。,、1平21、,。。9]
図書館資料費(千円 106,563103,3671az,sas109,474115,054122,fi84146,092138,945
図書館資料 学生当たり{円) 25.51$ 24,753一 24,642 26,215 27,55i 30,375 3B,D45 3A,282
費 教員当たり〔円) 291,953283,197281,934299,929315,216343,fi53394,843375,527
利用対象者当たり{円) 22,649 21,910 21,872 23,268 24,454 26,142 31.37 29,519
図書購入費(千円)
門


















利用対象者当たり{円) 5,913 5,655 4,フ61 6,687 1,929 5,426 6,983 5,557
雑誌購入費(干円〕
¶





















利用対象者当たり{円, 15,545 13,515 11,94a ア,5ア9 5,4D1 4,845 8.p95 7,359
電子資料費(千円)
1



















利用対象者当た眠円) 144 2,QQ6 5,402 9,001 11,123 15,8フ2 15,953 16,563
その他資料費(干円
】
4,924 3,730 796 D 0 D D 0
その他の資 学生当たり〔円) 1,1フ9 893 191 a 0 a fl 0
料費 教員当たり1円) 13,490 1Q,219 2,181 a 0 Q 0 U
利用対象者当た眠円, 1.Q47 793 1&9 a D a 0 0
図書館資粗費(千円 78,398 86,618 71,530 56,261 :::: 43,584 41,767 44,482
図書館資料 学生当たり(円) ?8.951 85ρ86 BB,23i 52,8刀 3刀07 42,729 41,fi424f,057
費 教員当たり(円) 279,993318,124271,97フ 213,11U152,50216fi.989159,41615D,491
利用対象者当たり〔円) A1,$35 :: 37,667 X9.736 20,619 24,458 zz,ssz 20,384
図害購入費(千円)
】




















利用対象者当たり(円) 8,396 9,4フ3 s,rzs .:. 9,413 9,149 7,361 s,s5a





















利用対象者当たy(円〕 29,455 32,108 .. 1C,1fi2 9,91fi10,544 11,298 fO,092
電子資料費(千円〕
■



















利用対象者 当たり〔円〕 3,545 3,333 1,34D 3,582 994 4144魂 4,045 3,398
その他資粗費(千円 :i i,zs2 soo 39i 560 570 468 4ア6
その他の資 学生当たり(円) 826 i,259 556 367 534 559 467 A$3
料費 教員当たり〔円) 2,929 4,679 2,281 1.48 2,igfi 2.1$4 1,フ日6 1,フ70




図書館資料 学生当たり(円) 35,183 36,755 33,747 32.53 29,7B2 32,866 37,156 35,488
費 教員当たり(円) 286,761294.55 270,aas25fi,953238,614269,Q42
-.
297,245283,9D3
利用対象者当たり(円〕 X8,114 28,877 2fi,51425,192 23,399 Z5,fi7828」86 27,494
図書賭入費1千円}
■


















利用対象者当たり(円} 6,521 6,780 6,D39 7,5fi8 8,369 6,450 フ,0ε9 s.062
雑誌脂入費(千円}
■





















利用対象者当たり(円} i9,508 1a938 16,299 11.: 6,フ06 fi,413 .... 8,379
電子資料費(干円)
■



















利用対象者当たり(円) 1,113 2,39ア 3,964 7,49fi 8,239 12,727 12,638 12,981
その他資料費〔干円
■
5,744 5ρ12 1,396 39i 56Q 570 4fi8 476
その他の資 学生当たり(円) 1,111 970 2TO 76 ID8 110 91 92
料費 教員当たリ(円) 8,905 7,771 2,f64 sos 868 $$4 726一 73$
利用対象者当た眠円) 873 762 212 5S 85 87 丁1 72
統計一拍
fi,図 書 館 活 動
6-1.教 育 支 援 活 動
s-1-1.図書 館 ガ イダ ンス(開催 回 数 、時 間 数 、参 加 人 数)
利用案内 図書館利用に関すること、Myポー タル、24時間利用fLL。
資料探索法Opac検 索、We6Cat,7一タペース利用に関するもの
宵子ジヤーナル利用法 ・… 電子ジャー ナルの利用に関するもの
(オ1」エンテーションは含まない}





回弛 5 5 5 5 5 5 5 5
利用案内 授粟等単位によるもの 時閤敷{時闘 3.75 3.75 3.75 3.75 3.75 3.75 3.75
.-
3.75
夢加人蝕(人1 813 Sao 丁80 752 η フ 丁40 X50 744
回敵 47 sos 50 77
ミニミニ胡習会 時聞融(時間1 4.5$ 54.4 37.fi
.
13.2
参加人融(人〕 zs ifl3 178 159
回融 1 3 1
希望看参加
によるもの 時間雪虹時闇〕

































参加人数1人} 2254 zaa 231
回敗 z 1 1 1 3
希望者参加
によるもの 時間賦 時間} 2 z 4.5









回数 24 z 23
ミニミニ講習金時聞致1時間, 2.a 1.7 3.9








回蝕 31 68 呂フ
ミニミニ講習藍 時間畳く時闇〕 丁.4 14 18.5
参加人融{人) 33 1Q7 110
回凱 1 1 1 3 z 4 6 4
希望者霜}加
によ筍もの 時間顎{時闘 z 2 z 6 6 8 11 fi





























回蝕 48 145 112
ミニミニ舐習住 時間塾〔時間〕 14.6 31 25
参加人致1人1 iaz 251 153













回監 9 is sz
ミニミニ講習藍 時間融(時間) 2 4 9.4





回監 5 5 5 5 5 5 5 5
利用寮内 侵業等単位によるもの 時間数{時間〕 3.75 3.丁5 3.75 3.75 3.75 3.75 3.75
.
3.75
参加人致〔人〕 813 Aso フ80 丁52 刀7 14$ フ50 丁44
回融 a7 saa 118 1fi4
ミニミニ訓習盆 時間敵〔時間) 4.58 61.S.一 51.s.. 29.7
参加人敗1人} 28 i3fi 283 269
回融 1 t z 8 3 4 6 4
希曽者参加
によももの 時聞数塒 間, z z z 6 8 S 11 6
参加人致(人, to 1 41 104 95 41 6丁 ss





















回監 0 d fl 0 v 7fi5 za5 224一
ミニミニ講晋猛時間融{時間〕 0 o 0 q o 78.7 75.3 44.2
参加人融{人〕 0 o U 4 0 2356 459 384
回凱 i fl 3 0 1 z z 4
希望者参加
によるもの 時間凱〔時闇〕 z d
4 0 a 4 4 6.5

































回敗 a 0 0 U D 33 i8 55
ミニ≡二講習a 時Mi4[時間} o 0 0 Q 0 4.4 5.7 13.3
..一




ll平14にOO2}1平15[2003)1平 田(2004,1平17(zags)1平18〔 四〇5〕1平19〔2007}1平 ε0〔20D8)1平21〔2009}
日致 32 25 ss 39 47 46 io as
教科書展示参加人数 81 s$ 32 53 4fi









































54 94 1 17
参加人蝕 580
s/12-7/31電子 7ノ脚一10/31電子 "/1-W28電子



















































1 i 1 1 1 i
福井大学
オープン
参加人数 sao 210 i66 254 289


















企画名 ける・なおす ・もっと 書館にこんな資桝 やるぞ、卒諭
元無に がありました











































一3-1.図書館 の 広報及 び出 版 活動
干1行拘の名杵 平la(2002] 平15〔2003) 平is[zoaay 平17i2aO5) 平旧伽o帥 平19〔2007) 平20i20a8) 平2tif2aoal
尭行回凱 13 25 zo sa


















発行回蝕 1 1 奄 1 1 1 i
図書館 部蝕
フオーラム 230U ssaa 1600 i,soo 1,soo
:i+ 1.sao
附属図書館 備考 HPにも褐載 HPにも掲載 HPにも掲載 HPにも掲載 HPにも掲載 HPにも掲載 HPにも掲載
{福井大学)
1




備考 HPにも掲載 HPにも掲載 HPにも掲載
‡両大学図書館共遁の発行栴については,附属図書館{福井大学)の項に記入.
ア.電 子図 書館 サービス
7-1、資 源
7-1・ローカルなデジタル ・コンテンツ
・図書 館 の電子 的 コレクションの 規模
タイプ1.学 位 論 文,z.視覚 資料,3一テキス ト,a、マ ル子メデ ィア
コンテンツ名 タイプ 件数 作成年度
爬蛤 図魯館
(旧福大)




資料の電子化 1平1・ 〔・嘲 平aotsoas] 平xt[zno9)


















































































合計 3,265 910 91fl 10 11 624 13fi 794
タイトル数 1,fifiO 1βOO 1,8DD :11 1βoo z,aoa 2.00
Science‐Direct
(Elsevier]




45a 450 Sao 1,150 1,150 1,65a 1,93fl
Springer‐fink
{Springer‐Verlag}
アクセス件数 !' 5,314 7.18 1,2i9
備者
タイトル数 30 3Q 30 32 32 42 42
AC5Webedtion






2,45Q 2.45 2,450 2,700 2,945
PraQues-AF2L,HMC
アクセス件数
ARL 484 1,3fi8 1,2fi8 1,35fi
(RroQuest}アクセス件数
HMC




z2 24 2a 2s zs
IEEE-CSLSP-s








80 as 80 80 as




8 8 8 S 8




js 16 ]6 1fi 16




fl 2β80 2,日90 4,906 5,560 5.56 6,524 7,049
タイトル数維合計
1
5,309 5,908 5,924 5,723 fi,336 フ,415 ...







タイトル数 1 1 1 1 1 1 1 i
SwetsWisetSwets}タイトル数 1 1 1 1





CiNii{N[1}タイトル数 1 1 1 1
その他スタンドァロン
等で利用できるもの
タイトル数 4 4 5 5 5 5 5 5
合計
1
8 9 1d 9 9 9 9 9
　
医中誌(医学中央雑
誌刊行会) 御イトル数 1 1 1 1 1 1
1 1
C[NAHL タイトル数 1 1 1 1 1
医学図書館 EBMR(OVID}タイトル数 z z 2 2 2 2 z
〔旧福井医 UpToDaし¢ タイトル数 1 1 1 1 1
科大学) JCR[[51)タイトル数 1 1 1
今 日の診療W由版
(医学書院) タイトル敷
1 1 1 1
ProQuest-FiMC
{ProQuest}タイトル数 1 1 1
合計
■





i 1 1 1 1
MethSeiNet(AMS]タイトル数 1 1 1 1
5wetsWise(5wets)タイトル数 1 1 1 1
PraQuest‐
図書館共通 ARL,HMC タイトル数 2 2 2 z 2
(福井大学} (ProQu日5t)





Q 0 d 3 7 7 7 7
緯合計
■
















コンピュータ端 末 種別II平 亀4〔2002)1平15[2603)1平16(2004)1平17[2005)1平}g〈zovs31平19(2007)1平za(zoos1平21(2009)
給合囲書館
〔旧福大) 情報検索用 台数 24 24 22 2a 19 19 19 35
医学図書館
(旧福医大) 情報検索用 台凱 7 8 8














































































































































































台計 51Q82 81118 74564 :. 154658167,823204,054216,736















































































































とす る。(纏 費に 対 する割 合 は5-1-2で計 算 済O,2°7から1馨欝 募 誹 の収集讐
鞭,
砒 率 」
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